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中学校における「心の健康」を育む運動部活動の在り方 
 

－ 自尊感情を高め，自己実現を支援する運動部活動モデル － 
 

 
 
 
 

中学校における生徒の「心の健康」を育むことをめざし，昨年度

からその課題解決へ向けた研究を進めてきた。 

本年度は，それを踏まえ，中心的課題である自尊感情(self-esteem)

の向上と対処スキル獲得のため，心身に影響を及ぼすスポーツ活動，

とりわけ中学校における運動部活動のもつ有効性に注目した。 

本稿において，生徒の「トレーニング活動」と「ミーティング活

動」，そして指導者の「コーチング活動」の三つの視点から，自尊感

情を高める運動部活動の実践モデルを提示し，実践活動を通してそ

の有効性を明らかにする。 
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はじめに 

社会全般において，不登校，薬物の乱用，性の
逸脱行動，子ども虐待など，子どもたちの健全な
成長にかかわる様々な問題が顕在化している。そ
うした状況の中，保健体育審議会答申（1997）で
は，とりわけ児童生徒の「心の健康」問題につい
て指摘し，早急に学校において積極的，意図的に
解決していかなければならないことを述べている。 
子どもたちの「心の健康」問題に取り組んでい

くとき，平成 13 年度・14 年度の「指導の重点」（京
都市教育委員会）にも示されているように，一人
ひとりの子どもが，自分の存在や価値について肯
定的なイメージをもつことができるよう，「自尊感
情(self-esteem)」の向上に重点を置く必要がある
と考える。そして同時に，「自己と向き合おうとす
る」「他者を理解しようとする」ことができるよう
「自己認識スキル」や「共感性スキル」，また「人
間関係および効果的コミュニケーションスキル」
といった適切な「対処スキル」をも身につけるこ
とが重要な課題となる。 
本研究は，中学校において生徒の「心の健康」

を育むことをめざし，昨年度から，こうした課題
の解決へ向けて進めてきたものである。そして本
年度では，昨年度の研究成果を踏まえ，運動部活
動における生徒たちの「運動実践による活動」と
「参加型学習の手法を取り入れたミーティング活
動」，そして指導者の「エンパワーメントコーチン
グ」の三つの活動を通して，これらの課題解決に
向けた取組を展開してきた。 
したがって，本報告書は，運動部活動における

単なる「技能向上をめざしたコーチング実践」論
ではなく，「複数校・近隣校による合同部活動やブ
ロック内選択制部活動の在り方」といった運動部
活動そのものの活性化や充実化をめざしたもので
もない。あくまでも，生徒の「心の健康」を育む
ための活動の在り方を提示するものである。 
そうしたことから，第 1章では，昨年度の研究

成果をもとに，運動部活動における課題とその解
決のための新たな視点を述べる。そして，第 2章
では，それらを踏まえて開発した実践モデルや活
動内容を提示し，第 3章において，それらに基づ
いて行われた実践活動の詳細を報告する。さらに
その実践活動の分析と考察を通して，その有効性
と妥当性を検証することで，本報告書のまとめと
する。 
 
 

第 1章 「心の健康」と運動部活動 

 
第 1節 「心の健康」を育むもの 
 
（１）中心的課題としての 

「自尊感情」と「対処スキル」 
 近年における都市化，情報化などの社会環境や
生活環境の変化，さらには少子化などが，子ども
の身体的活動・遊びの減少，食生活の変化，精神
的負担の増大，人間関係の希薄化などをもたらし，
さらには家庭や地域の教育力の低下をもたらすな
ど，子どもの心身の健全な発育・発達に様々な影
響を与えている。 
そうした中，平成 9年の保健体育審議会答申で

は，「薬物乱用」や「性の逸脱行動」，「いじめ」等
児童生徒の心身の健康に関する現代的課題の多く
は，「自分の存在に価値や自信が持てない」といっ
た「心の健康」問題と大きくかかわっていること
が指摘されている。さらに「児童生徒の心の健康
と生活習慣に関する調査・報告」（平成 14 年）(1)
でも，「学校保健の多くの課題の中で今日最も重視
されているのは『心の健康』に関する課題である
といっても過言ではない」と述べているように，
21世紀における学校保健活動の方向性を明示した
とされている，この保健体育審議会答申の指摘を
改めて認識すべきものであると考える。 
こうしたことから学校においては，このような

複雑，多様化している子どもの心身の健康課題に
対応するとともに，生涯にわたって健康で安全な
生活を送るための基礎を培うことが求められてい
る。そして，子どもたちの心身の健康にかかわる
問題（不適応）行動の多くが，単なる生活上の問
題（不適応）としてではなく，自己否定につなが
る常に不安な心理状態にあることによって現われ
ていると捉え，生徒一人ひとりの「心の健康」問
題を早急に学校において積極的，意図的に解決し
ていかなければならないものと考える。 
 子どもたちの「心の健康」という心理に関する
問題に取り組んでいくとき，「自分のからだ」や「周
囲の環境」，そして「社会における他者（人）との
関係」において捉えるということがまず前提条件
となる。すなわち，心は脳を座とするが，からだ
や環境，社会（他者）を条件として働く(2)。 
昨年度の研究では，こうした考え方に基づいて，

「心の健康」とは「単に心の病気がないという状
態だけでなく，自分，環境，社会（他者）の関係
において，認知的，情緒的，行動的に良好な状態
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である。そしてそれは，生き生きと自分らしく生
きるための重要な条件である。」と定義づけた。そ
して具体的な状態として，「自分の感情や情緒に気
づき，適切に表現できるとともに対処できる」，「身
のまわりの状況に応じて適切に考え，現実的な問
題解決ができる」，「他の人や社会と建設的でより
よい関係を築くことができる」そして「自分の存
在に価値や自信を持ち，主体的に行動できる」と
いう指標を示した。(3) 
梶田叡一は「ある時点ある状況における認知や
判断，行動については，何よりもまず自己意識が
その基準ないし準拠枠になっているものと考えら
れるのに対し，長い眼で見た認知や判断，行動の
傾向やスタイル等については，自己概念がその基
準ないし準拠枠になると考えられる」(4)と述べて
いる。つまり子どもたちの「心の健康」は，子ど
もたち自身のもつ自己意識や自己概念と深くかか
わっているこということであり，中学生の「心の
健康」を育んでいくためには，肯定的な自己意識，
自己概念を形成していかなければならないという
ことを意味している。 
また，梶田は，自己概念を構成する主要な要素

として，「自己の現状の認識と規定」「自己への感
情と評価」「他者から見られていると思う自己」「過
去の自己についてのイメージ」「自己の可能性・志
向性のイメージ」「自己の可能性と理想」の６つの
カテゴリーで捉え，その中の「自己への感情と評
価」が自尊感情(self-esteem)に当たるものとして
捉えている。さらに，彼はそれらの相互の関連性
を明らかにする中で，自己概念の中でも，「自己の
認識と規定」「自己への感情と評価＝（自尊感情）」
がその中核をなしていると捉えている。(5) 
自己概念とは，「自分は○○だ」という，対象

化された自己に関するさまざまな概念が有機的に
統合されたものであり，行動の内的基準枠である
といわれている。また，自尊感情は，その自己概
念についての良い悪いといった評価の結果生じる
ものであり，自己をどの程度価値あるものとみて
いるのかを示すものとされている。(6) そしてこ
の自己概念・自尊感情は，人と人との関係の中で
生まれ育まれていく。こうしたことから，本研究
では，「心の健康」を育むための中心的課題を「自
尊感情(self-esteem)の向上」と後で述べる「対処
スキル（ライフスキル）の獲得」とした。そして
その変容にかかわる主要な関係領域を図 1-1 のよ
うに三つの領域から捉えることとした。 
この図 1-1 に示す「自分」領域とは，自らの身

体的精神的な諸機能に関する意識や感情，態度な

どからなるものであり，活動や健康に対する欲求
にかかわるものである。先に述べた「心の健康」
（定義）の「自分」はこの領域に該当する。この
領域での自分に対する評価や感情は，機能的な意
味においての身体的精神的調子の良さや健康，あ
るいは機能の仕方自体に関する優劣，満足・不満
足，自信の有無，といった形をとるものと考える。 
また「他者（人）」領域とは，人間関係の中に
おける自らの位置や特性，特に誰からはどう思わ
れているとか，誰との間にはどういう関係がある，
といった点に関する意識や感情，態度などからな
るものであり，受容や連帯への欲求にかかわるも
のである。したがって先の「心の健康」（定義）の
「社会（他者）」はこの領域にあたる。ここでの自
己評価は，周囲の人から好かれているかどうか，
重視されているかどうか，といったものが中心に
なるものと考える。 
そして「集団」領域とは，自身が所属する社会

的集団のことであり，「心の健康」（定義）で示す
「環境」に該当している。これは，社会的な地位
と役割の体系における自らの位置づけに関する意
識や感情，態度からなるものであり，広範囲の人々
から高い評価を得たいという欲求にかかわるもの
である。この領域での自己評価，感情は，自らの
社会的位置づけやその重要性，影響力についての
ものとなると考えた。 
 こうした領域における自己評価，感情によって
形成された自己概念・自尊感情を「現在のわたし」
とするならば，これからの「新しいわたし」とし
て形成される自己概念・自尊感情は，これらの領
域におけるかかわりや自己評価によって左右され
るものとなる。すなわち，各領域において肯定的
自己概念を形成する取組やかかわりが行なわれる
ことによって，自尊感情を高めることができるし，
逆に各領域における取組やかかわりが否定的自己
概念を形成することになれば，自尊感情の低下を

 

 

 集団 

自分

他者（人）

自尊感情 
（セルフ・エスティーム）

自己概念

スキル 

スキル 

スキル 

図１－１「自尊感情」と三つの領域 

現在のわたし 
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招く場合もある。それらのかかわりと自己評価を
それぞれの領域において整理し，具体的に示した
ものが次の図 1-2 と図 1-3 である。 
 図 1-2 は，「心の健康」へと発展していく肯定的
自己概念の形成による自尊感情の向上モデルとし
て，図に示したものである。それに対して，図 1-3
は，保健体育審議会答申（平成 9年）にも提示さ
れる児童生徒の「現代的課題」へと向かう，否定
的自己概念の形成による自尊感情の低下モデルと
して，各領域の自己評価や感情及び態度などを示
した関係図である。 

 こうした自己概念・自尊感情の形成には，「他者
からの評価・承認による気づき」「同一視に基づく
取り入れ」「役割遂行やさまざまな経験による気づ
き」の三つの要因があり，それらは家庭での両親
とのかかわりを基礎として，さらに学校での教師・
仲間関係における相互作用を通して形成されてい
くと捉えられている。(7)つまり，それぞれの領域
における自己との“かかわり”がどのようなもの
であったのかが問題となり，とりわけ他者からど

のように接せられてきたか，また接せられている
のか，例えば受容と排斥，肯定と否定，信頼と不
信などの相違によって，自尊感情は向上あるいは
低下へと左右されるのである。 
 しかし，そうした“かかわり”とは，ただ漠然
とした観念的なものとしてだけではなく，各領域
における具体的な場面（直面する問題）に対して，
適切に対処できる「スキル」として考えなければ
ならない。そして，「自分」とのかかわりにおいて
自己信頼感を高めたり，自己有能感を高めたりす
るためには，どのように自己を捉えたらよいのか
ということが問題となる。また，自分の心の内面
に生じる過度の不安やストレスなどに対してどの
ように対処すればよいのか，といったことなども
問題となる。さらに「他者（人）」とのかかわりに
おいては，相手の気持ちを正しく受け止めて自分
の思いを適切に表現したり，相手の気分を害さな
いように自己主張したりできる「対処スキル」が
求められることになる。 
 このように，各領域における“かかわり”にお
いて，「何を，どのように受け止めるか，また行う
か」という能力，すなわち「対処スキル」が求め
られることから，「心の健康」を育むためのもう一
つの中心的課題を「ライフスキル」の獲得とした。
（8）ライフスキルとは，ＷＨＯ（世界保健機関）
が提唱したものである。ＷＨＯ精神健康部によれ
ば，ライフスキルとは，「人が日常生活の要求や挑
戦にうまく対処できるように適切かつ積極的に行
動するための能力」と定義し，その主要領域とし
て次の 5セット 10 種類を挙げている。 

各セットにおける前者のライフスキルは，主と
して日常生活における心理的変化に，後者は社会
的変化に効果的に対処できる能力であるとされて
いる。このライフスキルは，身体的，精神的，社
会的健康を増進する上で重要な役割を果たしてお
り，とりわけ行動と関連の深い健康問題や，日常
のストレスやプレッシャーにうまく対応できない
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自分 

他者（人）

自尊感情 

自己概念低下 

低
下 

スキル低下 

スキル低下 
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自己否定・無気力・自
己不信・無関心・そう
うつ・自己卑下など 
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剰な期待・序列・迎合
否定など 

受身・あきらめ・挫折・
現状肯定・競争・差別
排除・抑圧など 

図１－３ 否定的自己概念の形成による 
「自尊感情」の低下モデル 
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自己信頼・自己有能・
自己肯定・自律・自己
統制など 

受容・信頼・親和・援
助期待・肯定・同調・
尊重・愛情・共感など 

建設的・創造的・誇り・
責任・義務・規範・環
境統制など 

図１－２ 肯定的自己概念の形成による 
「自尊感情」の向上モデル 

（1）意思決定（Decision making skills） 
＆問題解決（Problem solving skills） 

（2）創造的思考（Creative thinking） 
＆批判的思考（Critical thinking） 

（3）コミュニケーション（Effective Communication skill） 
＆対人関係（Interpersonal relationships skills） 

（4）自己認識（Self-awareness） 
＆共感性（Empathy） 

（5）情動対処（Coping with emotions skills） 
＆ストレス対処（Coping with stress skills） 
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行動に関して，この能力を高めることが重要な意
味をもっているといわれている。そして，それを
子どもたちの教育の一環として早い時期に身につ
けることは，薬物の乱用などの，身体的，精神的
に有害な行動を未然に防ぐのに有効であるとして
いる。これによって子どもたちは，直面する問題
に対処するための方法を習得し，心理的，社会的
変化に対する適応能力を高め，身体的・精神的健
康を増進することができるとされている。(9) し
たがって，本研究においてもこのライフスキルの
視点を取り入れることは，ＷＨＯのライフスキル
教育プログラムでも述べているように，「青少年が
現在及び将来にわたって健康に生きるために，ま
たセルフ・エスティーム（自尊感情）を高め，自
己実現を図るためにもきわめて重要な意義を持っ
ている」(10)ものといえる。 
 
（２）スポーツ活動の有効性 
平成12年 8月の保健体育審議会答申(11)は，「心
身の両面に影響を与える文化としてのスポーツは，
明るく豊かで活力に満ちた社会の形成や個々人の
心身の健全な発達に必要不可欠なものであり，人々
が生涯にわたってスポーツに親しむことは，極め
て大きな意義を有している。」と述べ，「スポーツ
は，体を動かすという人間の本源的な欲求にこた
えるとともに，爽快感，達成感，他者との連帯感
等の精神的充足や楽しさ，喜びをもたらし，さら
には，体力の向上や，精神的なストレスの発散，
生活習慣病の予防など，心身の両面にわたる健康
の保持増進に資するものである」と述べている。 
また，青少年の健全育成についての視点から，

「スポーツは，心身の健全な発達を促すだけでは
なく，それを通じて，青少年は自己責任，克己心
やフェアプレイの精神を身につけることができる。
また，仲間や指導者との交流を通じて，青少年の
コミュニケーション能力を育成し、豊かな心と他
人に対する思いやりをはぐくむ。さらに，様々な
要因による子どもたちの精神的なストレスの解消
にもなり，多様な価値観を認めあう機会を与える」
ものであると述べている。 
さらに，先の「児童生徒の心の健康と生活習慣

に関する調査報告書」によれば，心の健康状態と
生活習慣との間には，ある程度の相互関連性があ
るという結果が出されている。すなわち，全体と
してみれば，心の健康状態が低い者は生活習慣も
悪く，逆に心の健康状態の高い者は生活習慣もよ
い傾向にあるという順方向の関連性が認められた
のである。そのことに関して，平下文康（文部科学省

スポーツ・青少年局学校健康教育課）健康教育企画室長は，「心
の健康度が低い者ほど，『朝食を食べなかった』『朝
食をひとりで食べた』『きのう家族との会話がなか
った』『寝る時間が決まっていない』と回答する割
合が高かった。また，心の健康度が高い者ほど，
『家族に相談する』『学校の体育の時間以外に体を
動かしている』『すぐに眠りについた』『今朝すっ
きり目がさめた』と回答する割合が高かった」(12)
と解説している。そして同報告書の「調査結果の
分析 (1)児童生徒の生活習慣の相互関連性分析」
によれば，「②運動の日常生活への好影響」として，
小学生・中学生・高校生に共通して，「体育以外の
運動（中学生・高校生では『学校のクラブ活動』
との回答の割合が特に高かった）をしている児童
生徒の方が，『すぐ眠る』，『すっきり目が覚めた』
といった睡眠にとってよい影響を及ぼすのみなら
ず，家のなかでの過ごし方（『宿題や読書』，『家族，
友人などと会話をする』）といった日常生活にまで
よい影響を与えていることがうかがえた」として
いる。こうした調査結果からも，学校の体育の時
間以外で行われているスポーツ活動は，生徒の「心
の健康」を育む上で非常に大きな影響を及ぼすも
のであるといえる。 
 そこで，スポーツ活動が，生徒の「心の健康」
を育むための中心的課題である「自尊感情の向上」
と「対処スキル（ライフスキル）」の獲得に，実際
どのような影響をもたらすのか，前項で提示した
三つの領域からもう少し詳しく考察していく。 
「自分」領域に関していえば，スポーツ活動（運
動）が自身の身体的健康を育むということはいう
までもないことであるが，運動する中で培われた
身体的機能の向上，すなわち体力（行動体力・防
衛体力）の向上が，日常生活において，精神面に
も働きかけ，「こころの安定」や「うるおい」をも
たらすということが一般的にいわれている。確か
にスポーツ活動は，前述の答申でも述べているよ
うに，「心身の両面にわたる健康」の保持増進に役
立っているものといえる。しかし，スポーツ活動
には単なる余暇の楽しみや気分転換，またストレ
ス解消といったものだけにとどまることなく，「ス
ポーツは，選手に自分の技能を試し，自分自身を
探求する小世界をもたらしている」(13)といわれ
るように，本来の自己の姿（可能性）を希求する
といった深い側面をも有している。 
さらに，これまで「自信」や「有能感」に関す

る教育研究において，「子供は数多くの成功経験を
積み重ね，そこで味わう満足感や成就感に基づき
ながら，自分のよさや有能感を自覚する。また，
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成功した自分の活動を振り返って，自分が刻々と
有能になっていくことに気づく。そうして次第に
自信を持つようになる」(14)といったことが研究
成果としていわれているように，特にスポーツ活
動で得られる達成感や成就感などは，自尊感情向
上の要素として大切な「自信」や「効力感」，「有
能感」を形成し，高めることにつながるものであ
ると考えられる。 
ところでこの「有能感」は，スポーツ活動（運

動）でいえば，一般的に運動能力や技能を基礎と
して，「運動が上手にできる自信」と捉えることが
できる。しかし，ここでいう「有能感」，すなわち
「運動有能感」について，本研究では，岡澤祥訓・
北真佐美が述べているように，できる自信だけを
捉えるのではなく，できる自信を支える周辺の要
因をも含めて捉えなければならないものであると
考える。 

岡澤・北の「運動有能感の構造とその定義」に
よれば，「運動有能感」は，表 1-1 のように「身体
的有能さの認知」に，周辺の要因として「統制感」
と「受容感」を加え，3因子で構成されている。 
この構造に関して岡澤・北は，「従来の有能感

という考え方では，『身体的有能さの認知』のみが
重要視され，できない児童・生徒を運動に内発的
に動機づける方法を探ることは困難であった」と
し，「『統制感』，『受容感』という要因が加わるこ
とによって，運動技能レベルの低い児童・生徒を
運動に内発的に動機づける体育学習方法の検討す
る上での手がかりが得られる」(15)と述べている。 
こうした捉え方のすぐれた点は，単にスポーツ

活動（運動）で育まれる生徒の有能感を客観的に
把握（測定）するときに役立つというだけのもの
ではない。それは，「現在のわたし」において，運
動が上手くできなくて自信をなくし，そのことで
自尊感情が低められていた生徒が，自分の身体的
有能さを認知できなくても，教師や仲間のあたた
かい支援や励まし，応援などによって，課題を最

後までやり遂げたり，克服したりすることで，自
分に対する信頼感（自己信頼感）や肯定感（自己
肯定感）などを獲得することができるという視点
を与えたということにある。つまり，スポーツ活
動は，「運動を得意」とする生徒はもちろんのこと，
「運動を苦手」とする生徒であっても，他者との
より良いかかわりを形成することによって自尊感
情を高め，「心の健康」を育んでいくことができる
ということを意味している。そうしたことからも，
とりわけこの周辺要因としての「受容感（＝他者
受容感）」は，スポーツを通して，次に述べる「他
者（人）」領域にも関係するものであり，自尊感情
向上のための最も重要な要素として押さえておか
なければならないものであると考える。 
「他者（人）」領域においては，対面的な人間

関係の中で，特に「自分はあの人からはどう思わ
れているだろうか」「周囲の人から好かれているだ
ろうか」「重視されているだろうか」など他者から
の受容感，さらには共感や連帯といった点に関す
る意識や感情,態度からなっている。この領域に関
することとして，先の答申では，「スポーツは，…
仲間や指導者との交流を通じて，青少年のコミュ
ニケーション能力を育成し，豊かな心と他人に対
する思いやりをはぐくむ。…」としている。しか
し，それはあくまでも指導者の意図的,教育的な指
導と取組があってこそ育まれるものであり，ただ
スポーツ活動さえやっていれば自然に身につくと
いったようなものではない。なぜなら，スポーツ
活動は，常に“成功” と“失敗”の連続であると
同時に，勝敗を決することから逃れられない特性
を持っているからである。 
つまり，生徒たちは常に成功体験だけを経験で

きるものではなく，当然ながら失敗の経験もする
のである。さらにいえば，一回の成功のために数
多くの失敗を積み上げることになることから考え
ると，むしろ失敗の経験の方が格段に多くなるの
である。また，スポーツ競技において，勝敗とい
う結果から優勝者を決めるとしたら，最後の勝利
者は一人（あるいは 1チーム）で，残りの者はす
べて敗者となる。そうしたことを考え合わせると，
競技という特性を持つスポーツ活動は，ごくわず
かな成功と勝利をめざして，圧倒的に多くの失敗
と敗北を経験するものといえるのである。 
そうした中では，「挫折」や「屈辱」を味わう
ことの方が多く，また勝利に対する過剰なこだわ
りから，相手に対する「恨み」や「ねたみ」とい
った拒否的で敵対的な感情を抱き，ひいてはそれ
が否定的な自己概念を形成してしまいかねないと

表１－１ 運動有能感の構造と定義 

（岡澤・北「運動有能感の構造とその測定法」より）

身体的有能さの

認知 
自分はできるんだという自信 

統制感 
努力すれば，練習すればできる

ようになるという自信 

運
動
有
能
感 

受容感 
教師や仲間から受けいれられて

いるという自信 
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いった危険性が，常にスポーツ活動には共存して
いるのではないかと考える。 
このスポーツ活動に内在する危険性については，

次節で述べることにするが，いずれにしてもスポ
ーツ活動は，常にコーチや仲間，関係者など他者
との密接なかかわりの中で行なわれる。そしてそ
こでは，参加者同士のコミュニケーションの機会
が増えることに加え，活動を介して対人関係の拡
大や深まりが必然的にもたらされることになる。
さらにスポーツ活動においては，例えばサッカー
などで「アイコンタクト」(16)といわれるような
非言語的コミュニケーションのスキル向上を可能
にするともいわれている。(17)こうしたことから
も，スポーツ活動は，「対人関係」及び「コミュニ
ケーションスキル」，また「共感性」といった対処
スキルを獲得するには非常に有用であるといえる。 
信頼できる指導者や切磋琢磨できる仲間などの

「重要な他者」から，認められ，共感され，賞賛
され，そして必要とされることほど肯定的自己概
念を形成し，自尊感情を高めるものはない。「他者」
領域において，こうした対処スキルを獲得させる
ことは，まさに先に述べた「他者受容感」を高め，
相互の信頼や尊敬，また協力や連帯といったもの
が基盤となる望ましい人間関係が形成されていく
ことになるのである。そしてそうした関係が，相
互に影響しうる「重要な他者」としての存在かつ
育成できるものと考える。 
「集団」領域においては，チームワークという

観点から有用性を見出すことができるが，まず，
自尊感情の向上という視点から述べる。「集団」領
域においては,「集団→自分」で表せるところの「集
団構成員としての所属感」やそれに伴う「誇り感」，
「使命感」といったものが育まれる。また逆に，
「自分→集団」で表せる「集団への効力感（環境
統制感）」といったものも育まれることになる。こ
れらは，いずれも自尊感情を高めるために欠かす
ことが出来ない大切な要素である。さらに，望ま
しい人間関係でつくられる集団においては，「集団」
と「自分」を双方向に結びつけ，大切な人とつな
がっているという感覚や意識を醸成することにな
る。そうした感覚や意識は，常に自分は守られて
いるといった，身体的「安全感覚」や精神的「安
心感」から，「安定」状態をつくる。これらは，集
団に所属する喜びを満たすものといえ，自尊感情
を高めるために不可欠な土台を形成する。 
マズロー（Maslow，A.H. 1954）は，人間の基

本的欲求に階層性のあることを認めたが，彼の欲
求階層説(18)によれば，この「安全」や「安心」，

また「安定」といったものは，生命維持に必要な
生理的欲求がある程度確保されれば出現するもの
とされている。そして，その生理的な欲求と，こ
の安全性への欲求が，共に比較的十分に満足され
ると，先に述べた所属性の欲求と愛情及び愛慕の
欲求が現われるとされている。このように，基本
的にこの階層は，発達によって上位の欲求が出現
すると考え，最終的には自尊（セルフ・エスティ
ーム）の欲求，自己実現の欲求と高次な人格的な
欲求が出現するとされている。(19) こうした考え
方からすると，生徒の自尊感情を高めたるために
は，この「集団」領域での関係とかかわりがその
土台を形成するものとも考えられる。 
中学校におけるスポーツ活動は，運動部活動に

しても，地域で行なわれているスポーツクラブに
しても，常に集団活動として行なわれている。そ
れはサッカーや野球などの集団的スポーツだけで
なく，水泳や陸上などの個人的スポーツ，また柔
道や剣道といった格技であっても，その活動は常
に集団的である。つまり，生徒たちがスポーツ活
動を行う際，常に仲間や指導者，そして保護者を
含む多数のスタッフたちとの密接な交流を通して
行われている。 
そうしたスポーツ活動における集団の中では，

特に「チームワーク」といった，構成員相互の結
びつきが重要視される。チームワークとは，「成員
の一人ひとりに対して，チームの一員としての自
覚と連帯感が要求される団体行動」(20)とか，「チ
ームのメンバーが目標を達成させるために，精神
的にも，技術的にも協同する動作」であるといわ
れている。そしてそのチームワークが良いという
のは「メンバー間のまとまりがよく，それぞれに
与えられた役割を責任をもって果たし，メンバー
間の連絡がうまくいっている状態」(21)とも考え
られている。スポーツにおいて，チームワークは
二つの側面が考えられる。一つは技術的な側面で
あり，もう一つは，心理的側面としての凝集性(22)，
すなわち団結心，まとまり，集団志気（集団モラ
ール）(23)，やる気などの側面である。 
こうしたことが重視されるスポーツ活動は，自

尊感情の向上に必要な環境を整えるだけでなく，
先の答申でも「…青少年は自己責任，克己心やフ
ェアプレイの精神を身につけることができる」と
述べているように，「集団の一員として恥じない行
動をとる」といった「自己責任」や「誇り」，また
「集団が集団として従うべき基準を守ろうとする
意識」としての「規範意識」なども培うことにつ
ながるものと考える。 
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第２節 運動部活動に求められるもの 
 
（１）運動部活動のもつ危険性 
これまで述べてきたように，スポーツ活動は，

生徒の「心の健康」課題を解決するためには非常
に有用なものである。そして，そうしたスポーツ
活動は，すでに学校において取り入れられている
のである。生徒たちが日常行っているそのスポー
ツ活動の大部分が，学校の運動部活動であること
が，先の調査(24)や文部科学省のこれまでの調査・
報告から明らかになっている。(25)  
運動部活動は，学校教育活動の一環として行わ
れており，スポーツに興味と関心をもつ同好の生
徒によって組織され，部員同士の切磋琢磨や自己
の能力に応じて，より高い水準の技能や記録に挑
戦する中で，スポーツの楽しさや喜びを味わい，
豊かな学校生活を経験する活動である。(26)平成
13 年度の文部科学白書では，その運動部活動の意
義として，「体育の授業で得た興味・関心，技能な
どを発展・充実させるとともに，生涯にわたりス
ポーツに親しむ能力や態度を育て，併せて，体力
の向上や健康の増進を図るものである」と述べて
いる。さらに「学級や学年を離れて生徒が活動を
組織し展開することにより，生徒の自主性，協調
性，責任感，連帯感などを育成し，仲間や教員(顧
問)と密接にふれあう場としても大きな意義を有し
ている」(27)との見解から，文部科学省では，平
成 13 年度より「部活動わくわくプラン 21」を実
施し，運動部活動の充実を図っている。 
このように運動部活動は，生徒の心身の健康を

育むとともに，自主性や協調性などの社会性をも
身につけることに有用であることが，社会全般に
広く認められている。とりわけ，スポーツ活動で
述べたように，生徒の自尊感情を高め，適切な対
処スキルを獲得するためには，運動部活動は大変
有用かつ必要な取組であるといえる。 
しかし一方で，心身の健康を育むはずの運動部

活動における，けが・故障の数の多さ，重症例の
多さが問題として指摘されている。(28)さらに部
活動の中でからだを痛め，心を傷つけられ，場合
によっては，部活だけでなく，学校からも去って
いく子どもたちの報告(29)もあとをたたない。こ
うしたことは，内海和雄も「部活動の封建的な人
間関係，長時間にわたる練習，勝利至上主義の体
制，体調が悪くても休めない根性主義，全員参加
の集団画一主義，退部できない拘束性，上手いか
下手かで子どもを判断する能力主義。これらは時
として授業場面よりもより露骨に現われることに

よって子どもたちの心を圧迫する場合も多い」(30)
と指摘するように，現代の運動部活動は，必ずし
もすべての面で良い方向ばかりとは言えない問題
が内包しているといえる。つまり，そうした運動
部活動に内在する危険性を捨象して，短絡的に「運
動部活動さえ行っていれば，生徒の自尊感情は高
まる」とか「社会性が身につく」，ましてや「心の
健康を育むことができる」などといったことは決
していえるものではない。 
2000 年 8 月の保健体育審議会答申では，「Ⅱ．

スポーツ振興施策の展開方策 ３．生涯スポーツ
及び競技スポーツと学校体育・スポーツとの連携
を推進するための方策」(31)のなかで，「運動部活
動の運営の改善」として下記のように述べている。 

ここで注目するところは，「ア」で指摘されて
いる「一部に見られる勝利至上主義的な運動部活
動の在り方」についての見直しである。実はこの
指摘は，1997 年 9 月の保健体育審議会答申「運動
部活動をめぐる基本的課題」のなかでもみうけら
れる。そして，この「勝利至上主義」という言葉
は，一般的に「結果第一主義」という批判的な意
味合いを込めた言葉とともに，運動部活動をめぐ
る諸問題の中で，とりわけ「やりすぎ」による「ス
ポーツ障害」や「燃え尽き症候群（バーンアウト）」
(32)など，生徒の心身を害するものの原因として

次の事項に配慮しながら運動部活動の運営の見直
しを図り，学校教育活動の一環として一層その充実
を図ることについて，各学校の取組を促す。 
ア 児童生徒が豊かな学校生活を送りながら人格的
に成長していくという運動部活動の基本的意義を
踏まえ，例えば，一部に見られる勝利至上主義的
な運動部活動の在り方を見直すなど，児童生徒の
主体性を尊重した運営に努めること。 

イ スポーツに関する多様なニーズに応える観点か
らは，例えば，競技志向や楽しみ志向などの志向
の違いに対応した運営や，一人の児童生徒が複数
の運動部に所属することを認めるなど，柔軟な運
営に努めること。 

ウ バランスのとれた生活やスポーツ障害を予防す
る観点から，学校段階に応じて，年間を通じての
練習日数や１日当たりの練習時間を適切に設定す
ること。 

エ 児童生徒が学校外の多様な活動を行ったり，体
を休めたりできるよう，例えば，全国学校体育大
会や都道府県学校体育大会などの試合期を除いて，
学校や地域の実態等に応じ土曜日や日曜日などを
休養日とするなど，適切な運営に努めること。 

オ 合同練習や定期的な交流大会で異校種間も含め
た学校間の連携を図るなど，運動部活動の活性化
に努めること。 
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よく見聞する。 
文部科学省の答申や調査・報告を含め，広く社

会全般では運動部活動の意義や価値が認められて
いるとはいえ，一方でこうした反教育的な実態に
ついては，運動部活動の抱える「負の部分」とし
て捉えなければならない。そこで本研究としては，
そうした運動部活動に内在する危険性，とりわけ
「勝利至上主義」的な活動がもたらす問題を探る
とともに，それらを回避，克服する活動の在り方
を明らかにしなければならないと考えた。 
「競技スポーツ」は，勝利追求（勝とうと試み

ること）を本質とするスポーツである。もし，負
けようとまではいかないにしても，勝とうと試み
ないことは，競技スポーツの存在基盤を崩壊させ
ることになるものともいえる。そしてこのような
「競技スポーツ」を活動の内容としたものが運動
部活動であると考えたとき，この運動部活動にお
ける目標は，当然「試合の勝利」ということにな
る。そうしたなかでは，どの運動部活動も勝つこ
とをめざしており，先の「勝利至上主義」は批判
されることはないはずである。それにもかかわら
ず，なぜ「勝利至上主義的な活動」や「結果第一
主義的な活動」を見直さなければならないのか。
本研究としては，これらがもたらす弊害について，
前節で提示した自尊感情を変容させる三つの領域，
すなわち「自分」領域，「他者」領域，「集団」領
域からそれぞれ探ることとする。 
いわゆる「勝利至上主義」とは，「勝つことが
何より高く評価されるような社会的傾向」(33)と
いわれている。具体的には「最高位，優勝を勝ち
取らなければスポーツをやる意味がない」とか，
「勝つためには，どんな大事なものでも，例えば
仲間をないがしろにしたり，自分の肉体を壊した
り，ルールを無視したり」とか，スポーツするこ
とを勝利することにしか価値を見出だせないよう
な考え方であるといえる。 
また同様に「結果第一主義」とは，「スポーツ
の結果，つまり勝ち負けにしか目を向けないこと」，
例えば技能的には向上しても，それが結果（勝利）
に結びつかなければ意味がないとする。そして，
スポーツする過程での努力や望ましい人間関係の
構築などといった取組や学習などはないがしろに
して，結果だけを重んじる考え方である。 
そうした考え方のもとで運動部活動を行えば，

「自分」領域において，単なる優越感をおぼえる
選手はほんの一握りであって，多くの選手にとっ
ては，自己を肯定的に捉えるということは難しく
なるといえる。このような活動では技術的に優れ

た者が重んじられ，技術的に劣る者は疎んじられ
る状況がうまれる。そして上手くない選手や敗者
となる選手にとっては，そのなかでのがんばりや
努力は認められず，「人より劣った自分」と「努力
してもダメな自分」を強く意識づけられることに
なる。そうした積み上げによって，自信を失い，
挑戦意欲を奪われ，かわりに敗北感と脱落感を抱
きながら「自己不信」に陥り，「無能感」や「無力
感」を味わうことになる。そしてその結果，部活
動集団から離脱（ドロップアウト）してしまうこ
とにもなるのである。 
「他者」領域における弊害は，教師（コーチ）

との関係や仲間たちとの関係のなかで，深刻な状
況が現われる。試合に勝つために技術的，体力的
に優れた者が重んじられる風潮は，逆にその対極
に位置する生徒たちを必然的に軽視する風潮をつ
くる。そうした中では，到底より良い人間関係と
いったものは形成されない。ましてや自尊感情の
向上にとって，最も重要となる「他者受容感」や
「共感性」などは育まれない。それどころか，上
手い者に対する「妬み意識」と，下手なものに対
する「排除感」などが相まって，そこに敵対的人
間関係が形成され，「いじめ」さえも起こりかねな
い危険が生じるのである。 
「集団」領域において，そうした敵対的関係や

いわゆる能力主義による差別的処遇は，この領域
で特に重視している「安全」や「安心」といった
心の「安定」を根底から崩す危険にさらされるこ
とになる。部員相互の関係は，お互いに疑心暗鬼
となり，誰も信用できないといった状況を生む。
また，「勝つ」ことを至上目標としたこの集団では，
民主的集団としての性格は奪われ，悪い場合は指
導者を頂点にした，一部のメンバー（多くは上級
生）による力関係で支配されることになる。そう
した力関係は，「悪しき伝統」として育まれてきた
封建的人間関係をも支持する力ともなる。 
このように，運動部活動は，生徒の「心の健康」

を育むうえで，有効な取組である反面，その取り
組み方次第では，取り返しのつかない状況をもつ
くりかねない危険性が内在している。しかし，そ
れは運動部活動の持つ基本的・教育的意義や目的
を忘れ，生徒の成長に役立てるはずの「手段」が，
いつしか絶対的な「目的」に変わり果ててしまう
ことによって生じるのではないかと考える。運動
部活動を真に生徒の「心の健康」を育むための有
用な取組とするためには，ここで改めて運動部活
動の「教育的意義・目的」について問い直し，再
確認する必要があると思われる。 
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（２）運動部活動の教育的意義と方向性 
前項で指摘した，運動部活動の教育的意義・目

的を導き出す上で，学習指導要領を通して「部活
動」の沿革を探ってみることにする。 
今日，特別活動と呼ばれている教育活動の前々

身となる自由研究（昭和 22 年）の中で，クラブ活
動という概念は生まれた。昭和 22 年の指導要領で
は，自由研究におけるクラブ活動について，「教科
学習を深く推し進めていく中で学習を進める組織」
として捉えられている。ここでのクラブ活動は，
昨年度まで実施されていたような教科外活動では
なく，教科活動の一つとして行われていた。つま
り教科学習をさらに深く進めるためのクラブ組織
による活動であった。 
その後，教科外の活動の時間，教科外の活動に

対する重要性が認識され，中学校では昭和 24 年 5
月の＜新制中学校の教科と時間数の改正について
＞という通達によって，自由研究は廃止された。 
(34)(35)そして，中学校の教科および特別教育活動
とその時間配当によって，＜特別教育活動＞が設
けられ，昭和 26 年の学習指導要領（一般編）にお
いて，特別活動が教育課程の中に改めて位置づけ
られた。つまり，自由研究に代わって新たに＜特
別教育活動＞として教科外の時間が設けられたの
である。このことは自由研究として行ってきた活
動をここで包括し，教科外活動として，その位置
を与えられたことになる。 
昭和 26 年の学習指導要領（一般編）では，中

学校の＜クラブ活動＞は，特別教育活動の中で明
確に示されている。そこでは，「クラブ活動は当然
生徒の団体意識を高め，やがてはそれが社会意識
となり，よい公民としての資質を養うことになる。
また，秩序を維持し，責任を遂行し，自己の権利
を主張し，いっそう進歩的な社会をつくる能力を
養うこともできる。」(36)とされ，特別教育活動と
してそのねらいが明確にされていた。しかし，こ
の時点では教育課程としてのクラブ活動と課外の
部活動といった区別をつける考えはなく，部活動
を含んだクラブ活動が展開されていた。個人の自
発性を尊重し，学級，学年の単位でクラブ活動を
行うことは不可能であり，その時間を定めていて
は十分な活動はできないという考えのもと，時間
にこだわらず，各学校が放課後にも活動を行って
いたのである。 
昭和 33 年には，小・中学校の学習指導要領が

改訂になり，特別教育活動は，各教科，道徳，学
校行事等とともに，教育課程 4領域の 1 領域を構
成することになった。（中学校 37 年度実施）そし

て，特別活動の目標・内容・指導計画作成および
指導上の留意事項といったものが学習指導要領に
おいて明示され，クラブ活動も明確になった。そ
こでは，「全員参加が望ましいこと」，「教科の単な
る補充にならないこと」などが留意点としてあげ
られ，時間については，一週に一単位時間の充当
が望ましいと考えられていた。この考え方がそれ
以降のクラブ活動の基本になっているが，この段
階は教育課程としてのクラブ活動と，課外の部活
動というように明確な区別はされていなかった。 
昭和 44 年，中学校学習指導要領の改訂で，特

別教育活動は「特別活動」と改称され，クラブ活
動は生徒活動の一つの内容として位置づけられた。
また，この改訂において，教育課程が 4領域であ
ったものが，各教科，道徳，特別活動の 3領域に
なり，特別活動の時間も年間授業時数として明示
されるようになった。そして，クラブ活動の内容
や時間も一層明確となり，教育課程におけるクラ
ブ活動として発足することになった。その結果，
これまでクラブ活動は，課外のクラブも含めて行
われることが多かったものが，この改訂から，教
育課程のクラブと課外のクラブ（部）活動とを分
けて実施するようになってきた。いわゆる「全員
参加の必修クラブ」と部活動の分化が起こったの
である。つまり，ここへきてようやくクラブ活動
から分化した部活動が認められることになった。 
その後，平成元年の改訂では，クラブ活動の種

類に，新たに「奉仕的な活動」が加えられた。そ
して，実施の方法や形態も，生徒や学校および地
域の実態に応じて，一層弾力的に実施できるよう
になった。その具体的な方法や形態の一つとして，
部活動への参加をもって，クラブ活動の一部又は
全部の履修に替えることができるようになった。
(37)その際，「部活動によるクラブ活動代替につい
ての条件」として，「クラブ活動と同様のあるいは
それに準じた目標及び活動内容を有する部活動で
あること」や「特別活動の目標に示されている望
ましい集団活動が行われる部活動であること」な
どが示されている。(38) 
平成 10 年の改訂において，「クラブ活動」は廃

止されることになった。そして，これまでの「ク
ラブ活動」の趣旨やねらいは，総合的な学習の時
間やより適切に行なわれる部活動，また学校外活
動などを通して生かされることとされた。 
しかし，このクラブ活動の廃止について，井上

裕吉も「（略）…，誤ってはならぬのは，『廃止』
という文字が，『クラブ活動』そのものでなく，『必
修』（昭和 44 年度以降，約 30 年の歴史）の枠がと
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れたということであって，クラブ的組織による生
徒たちの自主的，実践的活動が，その教育的意義
を含め，そのまま否定，廃止されたというわけで
はない。むしろ『クラブ的活動による活動』は，
戦後昭和 22 年の学習指導要領，一般編（試案）に
もある『クラブ組織による活動』，すなわち『学年
の枠を離れて，クラブ組織として生徒が自らの興
味に応じて選択し得る活動』を，改めて，見つめ
直し，再評価すべき段階にきた，といっても過言
ではない」(39)と述べているように，生徒たちの
自主的，実践的活動のなかでも，とりわけ運動部
活動についての教育的意義と価値を見つめ直し，
再評価すべきであると同時に，望ましい集団活動
を推し進めることが求められていると考える。 
このように，部活動の沿革をたどってみると，

その教育的意義・目的は，本来「クラブ活動」と
帰を一にするものと考えて間違いないと思われる。
また，「クラブ活動」の趣旨やねらいが，「より適
切に行なわれる部活動をとおして生かされる」と
したことからも，両者の意義・目的は同等のもの
であるといえる。そうしたことから，本研究とし
て，運動部活動の教育的意義・目的を整理してみ
ると表 1-2 のようにまとめられる。 

しかし，部活動とは個人の興味や関心に根ざし
たものであるだけに，現実からの逃避，活動への
耽溺，行動の放逸などに向かいやすい危険性を持
っている。また，生徒が自分の興味，関心を持つ
ものだけに自発的，自主的行動をするということ
は，自己中心的，非社会的な態度を育てることに
もなりうる。しかし教育で求められる自主性，実
践的態度は，そのような自発性や自主性ではない。

部活動で育てられた興味・関心が，教科やその他
の教育活動へさらに転移して，それらの教育活動
に対しても自主的，意欲的に活動できるようにな
ることが望まれることなのである。ここに運動部
活動の教育的価値があると考える。 
また，学校教育でこの活動の意義を考えてみる

と，異学年間との交流，教師との密接な人間関係，
親密な友情の形成，ライバルや仲間のがんばりか
らくる刺激などがある。また，学校行事でリーダ
ーシップを発揮できたり，一定の望ましい生活習
慣が確立されたりすることで，勉強との両立を志
向しつつ，学校生活への適応能力を形成する。こ
うして学校生活の活性化を図ることができると考
える。さらに，普段の教室での学習に対して無関
心な生徒でも，部活動が生き甲斐として，部活動
があるから登校しているという実態もあり，学校
生活に与える影響の大きさもわかる。 
こうしたことから考え合わせれば，前述の「勝
利至上主義」及び「結果第一主義」的な活動とそ
の指導形態は，学校教育の一環として行なわれる
運動部活動の教育的意義・目的から大きく逸脱し
たものと言わざるを得ない。しかし，そこで問題
となるのは，こうした「勝利至上主義」的な活動
をどのように「見直し」，望ましい方向性を見出し
ていくかということである。 
久保正秋は，「わが国の学校教育の場における

『運動部活動』は，『教育』的な意図と『競技』的
な意図との二重性の上に成立している」(40)とし
て，勝利追究を到達目標とする「競技的空間」と，
生徒たち個人への人間的関心へと方向づけられた
「教育的空間」という二つの観点から，「運動部活
動」の二重性を分析している。そして，「運動部活
動」の二つの空間における「コーチング実践」を
『哲学』-『計画』-『組織化』-『経営』-『評価』
の各領域からなる「コーチング回路」に基づいて
対比し，分析・検討をしている。（次頁の図 1-4） 
そのなかで，「（略）『教育的/競技的二重空間』
においては，学校の組織的な価値『児童生徒の成
長はよいものである』と競技集団の組織的価値『勝
利はよいものである』の二つの価値が対立する可
能性がある」としながらも，この「コーチング回
路」には，人間的な価値を探求する段階である「哲
学」を含んでいることで，「同調する可能性を秘め
ている」(41)と述べている。つまり，この「哲学」
段階において，常に「何のために運動部活動を行
なうのか」，また「何のために試合の勝利をめざす
のか」，また「その価値とは何か」という問いかけ
がなされることによって，この二重空間に存在す

1. 運動への親和的な態度を形成し，体力の向上や
健康の増進を図る。 

2. 生涯にわたってスポーツに親しむための基礎づ
くりをする。 

3. より高い水準の技能や記録に挑戦する中でスポ
ーツの楽しさや喜びを味わい，学校生活をより
充実したものにする。 

4. 学年を超えた異年齢集団として，自発的・自主
的・実践的な活動を展開し，お互いに協力し合
ったり，自己の責任を果たしたり，教師・先輩・
後輩の信頼関係を築いたりすることなどにより，
社会生活を営む上で必要な協調性，連帯感など
を培う。 

5. 他校との練習や試合を通じて，ルールやマナー
を遵守する態度を育てる。また，フェアープレ
ーの精神を養うとともに相互の交流を深めるこ
となどによって豊かな人間性を育む。 

表１－２ 運動部活動の教育的意義・目的 
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る価値の対立を回避し，同調できる可能性を見出
すことができるということである。さらに，その
「哲学」段階で求められる情報を提供することに
なる「評価」においても，勝利の追求の結果（勝
利を得ることができた）ではなく，「生徒の成長」
という観点に基づいた評価がされなければならな
いのである。そうした折に，もし「計画」された
勝利の追求が，「哲学」の段階において教育的意図
を喪失することになれば，前項でも指摘したよう
に手段が目的へと変貌し，勝利それ自体が目的と
なってしまうのである。そうなれば，久保も「『選
手の道具化』『ドーピングの示唆』『意図的なルー
ル違反』，あるいは勝利至上主義と称される問題な
ど，コーチングにおける現実の諸問題は，この『計
画』の意味を問う段階（すなわち「哲学」）の欠落に
起因しているのではないか」(42)と指摘するよう
に，活動の教育的意義や目的は忘れさられてしま
い，結果的に運動部活動は生徒の「心の健康」を
脅かす取組へと転化してしまうのである。 

そうしたことが学校の指導のもとで行なわれる
という面から考えれば，中村敏雄が「いわゆる部
活問題の核心は指導者にあるといっても良く『ス
ポーツの論理』を『教育の論理』に優先させてい
ることがいわゆる部活『問題』を生んでいるので
ある」(43)と述べているように，指導者（教師や
コーチ）の運動部活動に対する「哲学」，すなわち
運動部活動における教育的意義・目的の認識が，

その活動の内容を規定すると言っても過言ではな
いほど重大かつ重要なものであるといえる。 
 

(1) 『児童生徒の心の健康と生活習慣に関する調査 報告

書』文部科学省スポーツ・青少年局 学校健康教育課 

平成 14 年 3 月 

(2) 田丸敏高『子どもの発達と社会認識』法政出版社 1993  

pp..2～6 

(3) 拙稿「中学校における『心の健康』を育む保健学習の

在り方」『平成 13 年度研究紀要 報告 470』京都市立

永松記念教育センター 2001 p.115 

(4) 梶田叡一『自己意識の心理学［第 2版］』東京大学出

版会 1988 p.68 

(5) 前掲 注 4 pp..82～86 

(6) 遠藤辰雄・井上祥治・蘭千壽『セルフ・エスティーム

の心理学』ナカニシヤ出版 1992 pp..178～179 

(7) 前掲 注 6 pp..170～175 

(8) 前掲 注 3 pp..117～118 

(9) 大津一義（編）『実践からはじめるライフスキル学習

－喫煙・飲酒・薬物・性などの課題に対応－』東洋館

出版社 1999 p.7 

(10) 監訳者代表 川畑徹朗『WHO ライフスキル教育プログ

ラム WHO・編』大修館書店 1997 p.109 

(11) 「スポーツ振興基本計画の在り方について－豊かなス

ポーツ環境を目指して－」『保健体育審議会答申』

2000.8 

(12) 平下文康「児童生徒の心の健康と生活習慣に関する調

査報告書について」『WEEKLY 週間教育資料 No.754 号』

教育公論社 2002.4.15  pp..6～7 

(13) Raymond M．Nakamura 著 野川春夫・永田幸雄 監訳

『The power of positive coaching 選手が育つ ポ

ジティブ・コーチング』サイエンティスト社 2001.11 

p.11 

(14) 文部省（現文部科学省）教科調査官（当時）嶋野道弘

「『自信を』育む」『教育研究８-特集 自信を育む-通

巻 1146』不昧堂出版 1997.8 pp..20～23 

(15) 岡澤祥訓・北真佐美「運動有能感の構造とその測定方

法」『体育科教育 第46巻第8号』大修館書店 1998.5 

pp..69～71 

(16) アイコンタクト（Eye-contact）：目と目の合図の事で

意志の疎通を図ること。パスを出すタイミングをとる

時に非常に重要となる。パスの受け手がボールをコン

トロールし、顔を上げたときにアイコンタクトを図り、

両者の意志を疎通させる。（日本サッカー協会機関誌

より） 

(17) 杉原隆・船越正康・工藤孝幾・中込四郎『スポーツ心

理学の世界』福村出版 2000.10 p.193 

(18) 前掲 注 6 pp..21～22 

図１－４ 運動部活動の二重空間におけるサイクル 
<久保正秋「コーチング論序説」pp263～275 を参考に作成>
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目標の設定 

プログラムの作成 
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(19) 上田雅夫監修『スポーツ心理学ハンドブック』実務教

育出版 2000.9 p.52 

(20) 前掲 注 19 p.183 

(21) 前掲 注 17 p.166 

(22) 前掲 注 19 pp..172～190 

(23) 前掲 注 17 p.166 

(24) 前掲 注１ 同報告書によれば，「…『体育の時間以

外に運動』を行っていた児童生徒は，中学校 2年生の

女子が 73.4％，男子が 89.0％」となっており，その

内容については，「中学生・高校生では『学校のクラ

ブ活動』との回答の割合が特に高かった」としている。

なお，「クラブ活動」については，平成 10 年度の学習

指導要領の改訂で，「クラブ活動」とほぼ同じ特質や

意義をもつ教育活動である部活動が広く行われている

ことなどを踏まえて廃止された。 

(25) 「第 1 部 第 1 章運動部活動の現況」『運動部活動の

在り方に関する調査研究報告（中学生・高校生のスポ

ーツ活動に関する調査研究協力者会議）』文部省（現

文科省）体育局 1997.12 

(26) 「生涯にわたる心身の健康の保持増進のための今後の

健康に関する教育及びスポーツの振興の在り方につい

て」『保健体育審議会答申』文部省（現文科省）1997.9 

(27) 「第 8 章 スポーツの振興と青少年の健全育成に向け

て 第 2 節 学校体育・スポーツの充実」『文部科学白

書』文部科学省 平成 13 年度 

(28) 内海和雄『部活動改革－生徒主体への道－』不昧堂 

1998.4 pp..89～97 

(29) 武藤芳照・太田美穂『けが・故障を防ぐ 部活指導の

新視点』ぎょうせい 1999.7 pp..7～60 

(30) 前掲 注 28 p.87 

(31) 「スポーツ振興基本計画の在り方について－  豊かな

スポーツ環境を目指して－」『保健体育審議会  答申』

文部科学省 2000.8 

(32) 前掲 注 19 pp..426～430 

(33) 景山 健「子どものスポーツの問題点」『体育・スポ

ーツ社会学研究 6 子どものスポーツを考える体育・

スポーツ社会学研究会 編』道和書院 1987.9 p.11 

(34) 小学校における「自由研究の時間に代わって，新たに

教科以外の活動の時間を設けたことについて」の趣旨

説明として，「…（略）…特別な教科の学習と関係な

く，現に学校が実施しており，また実施すべきである

と思われる教育活動としては，児童全体の集会，児童

の種々な委員会・遠足・…自由な読書・いろいろなク

ラブ活動等がある。これらは教育的に価値があり，…

（略）…，教育課程のうちに正当な位置をもつべきで

ある。実際，教科の学習だけではじゅうぶん達せられ

ない教育目標が，これらの活動によって満足に到達さ

れるのである。このように考えてくると，自由研究と

いうよりも，むしろ教科以外の教育的に有効な活動と

して，これらの活動を包括するほうが適当である。そ

こで自由研究という名まえのもとに実施していた，い

くつかの活動と，さらに広く学校の指導のもとに行わ

れる諸活動を合わせて，教科以外のかつどうの時間を

設けたのである。…（略）」と述べられている。『学習

指導要領［一般編］改訂版』文部省（現文部科学省）

昭和 26 年 p.22） 

(35) 中学校における「特別教育活動の設けられた理由」で

は，「…（略），昭和 24 年中学校の教育課程が改善さ
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［一般編］改訂版」文部省（現文部科学省） 昭和 26
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図書 1998.2 pp..86～87 

(40) 久保正秋『コーチング論序説-運動部活動における「指

導」概念の研究-』不昧堂出版 1998 p.259 
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第２章 活動プログラムの開発と実際 

 
第 1節 活動プログラムの構造 
 
（１）自尊感情の向上要因と活動の構造［枠組］ 
 競技スポーツとしての内容をもつ運動部活動に
おいて，試合に勝利しようとすること，すなわち
「勝利の追求」をめざすことは，決して否定でき
るものではない。それどころか，むしろ当然のこ
とといえる。しかし，勝利の追求を「計画」する
前の段階で，それが「誰のために」，「何のために」，
また「どのような価値があるのか」といった「哲
学」を欠落させてしまってはならない。さもなけ
れば，前章の図 1-4(p.11)で示したように，生徒の
成長のための「手段」とするはずの「勝利の追求」
が，そのこと自体が至上の「目的」となってしま
い，生徒不在の「勝利至上主義」や「結果第一主
義」など，いわゆる部活動問題を拡大・再生産さ
せてしまうことになるのである。 
 そうしたことから，やはり生徒の「心の健康」
を育むといった「目的」を達成するためには，前
述した運動部活動の教育的意義・目的を踏まえ，
常に生徒の「自尊感情の向上」と「人間的成長」，
そしてその活動に「教育的価値」を求めるといっ
た「哲学」の下で活動が「計画」され，実践され
なければならないものと考える。さらに，その過
程で「運動に対する自信や有能感は育まれたか」，
「より良い人間関係は形成されたか」，また「対処
スキルは獲得できたか」などの「評価」をおこな
い，それを「哲学」段階へフィードバックするこ
とによって，生徒の「自己実現」をも図るという，
より高度な教育的価値をもつ活動として，内容や
質を高めていけるものであると考える。 
そこで本研究では，運動部活動において，生徒

の「心の健康」を育むことをめざした活動プログ
ラムを開発するため，はじめにその中心的課題と
なる「自尊感情」の向上に求められる要因を三つ
の領域から明らかにし，それにともなって求めら
れる「対処スキル（ライフスキル）」も合わせて表
2-1 のようにまとめた。しかし，ここで示す領域
とそれぞれの要因は，右側に示した対処スキル（ラ
イフスキル）も含めて，どの領域で形成されると
いった，厳密な対応関係にはない。また，こうし
た要因がどのような関係性と順序性をもって形成
されるかといったことを示すものでもない。ただ
そうしたなかでも大まかな対応関係は仮定できる
ものとして示した。 

運動部活動において，自尊感情を高めるために
は，自分とのかかわり（＝「自分」領域）において，
例えば，「自分はまじめにがんばっている」とか「こ
の部活を選んだ自分の判断はよかった」など，肯
定的な自己評価が求められる。また，「自分はやれ
ば上手くなる」や「この技は誰にも負けない」と
いった，運動に対する自信や有能感を持てるよう
になることも大切になってくる。そのためには，
自己を対象化し，より客観的な眼で自己を捉える
とともに，肯定的に自分を見ることができるよう
な自己認識スキルが求められることになる。さら
に，競技会や試合など，心身ともに緊張する場面
が多くなるなか，プレッシャ－などの過度のスト
レスに対して適切に対処できるスキルを身につけ
ることなどは，欠かすことのできないものとなる。 
 他者とのかかわり（＝「他者（人）」領域）におい
ては，自分が他者によって受容されているという
感覚，すなわち他者受容感が何よりも大切なもの
となる。この他者受容感は，ありのままの自分を
肯定的に受容するとともに，自分というものをか
けがえのない存在としてそのまま引き受けるとい
った，自己受容感と表裏一体の関係を持っている
といわれている。(46)自分に対する価値観が乏し
く，自己受容をすることが難しい人においても，
自分が他者によって受容されるという経験を積み
重ねることによって，自己を受容するきっかけを
与えられたりもする。そういうことからいえば，
「心の健康」問題に直面している多くの生徒たち
にとっては，この他者受容感を高めるということ
が，最も重要な要素となる。さらに，第 1章でも
述べたように，この他者受容感は，「自分」領域の
「運動に対する自信」と相まって，「運動有能感」
を形成するものである。そうしたことからも，「他
者への共感」とともに，自尊感情の向上要因とし
ては欠かすことのできな重要なものとなる。 

領 域 自尊感情の向上要因 対処スキル 
（ライフスキル） 

「自分」 
・肯定的な自己評価 

・運動に対する自信 

・自己認識スキル 

・ストレス対処スキル 

・意志決定スキル 

「他者（人）」 
・他者からの受容感 

・他者への共感 

・対人関係スキル 

・コミュニケーションスキル 

・共感性スキル 

「集団」 
・構成員としての所属感 

・集団への効力感 

・批判的思考スキル 

・創造的思考スキル 

・問題解決スキル 

表２－１ 自尊感情の向上要因と対処スキル 
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 そうした感覚を高めていくためには，実際に他
者とどのようなかかわり方をしていくのかという
ことが問題となる。そうしたことから，相手の気
持ちを傷つけることなく，良好な人間関係を維持
しながらも，知的，論理的に自己主張することが
できるような「対人関係」，および「効果的なコミ
ュニケーションスキル」の獲得をめざさなければ
ならないと考える。 
 「集団」領域においては，前にも述べたように，
「自分はこの部活に所属していることに誇りを感
じる」といった「所属感」や，「部の一員として責
任ある行動をとる」といった「責任感」などが自
尊感情に大きく影響する。さらに，「自分はこの集
団にとって必要な存在だ」とか，「みんなの役に立
っている」など，「集団への効力感」もまた重要な
要因であると考える。しかし，こうしたものは，
単に集団に対して迎合するとか，妥協するといっ
た，主体性のない態度や姿勢では決して高めてい
くことはできないものである。やはりそうならな
いためには，指導者の教育的意義・目的に基づく
指導のもと，構成員の一人ひとりが質の高い集団
をめざすといった前向きな姿勢とともに，現状認
識と改善に求められる批判的思考及び創造的思考
スキルの獲得が求められる。 
 問題は，そうした自尊感情を高めるための要因

や，実際の場面で求められる対処スキルを獲得さ
せるために，どのような活動条件を設定するのか，
また，そのためにどのような取組を展開していけ
ばよいのかということである。 
そこで本研究では，これまで述べてきたことを

踏まえ，「自尊感情」が高まる構造を組み込んだ運
動部活動の枠組を図 2-1 のように作成した。 
この図は，運動部活動にはじめて参加する１年

生に対しては，おそらくどの生徒も持っているで
あろう気持ち，例えば，「上手くなりたい」とか，
「強くなりたい」，また逆に「やっていけるだろう
か」とか「試合で失敗しないだろうか」など，自
分や他者，また集団に対する「ねがいやおもい」
（期待や不安）から出発している。また，2・3年
生については，これまでの活動を通して抱いてい
る自分やチームへの「ねがいやおもい」を「現在
のわたし」としている。いずれにしても大切なこ
とは，そうした気持ちを正しく認識するとともに，
現状を明らかにすること，そして指導者の教育的
支援によって，自分やチームの目標と，それに応
じた課題を設定することである。そして，その課
題解決に向けた追究活動のなかで，他者受容感や
所属感などを高め，「新しいわたし」において，成
就感や達成感を味わいつつ自信を獲得し，自尊感
情の高まりを図るというものである。 

図２－１「自尊感情」が高まる運動部活動の構造（枠組） 
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（２）自尊感情を高める 
五つのポイントと三つの活動 

 前項の枠組（図 2-1）に基づいて，具体的な取組
を導きだすため，三つの活動に視点をおいた。そ
の活動とは，生徒の「運動実践による活動（トレ
ーニング）」と「ミーティングによる活動（対話）」，
そして指導者の「コーチング活動（エンパワー）」
である。そして，これらの活動の具体的な取組と
して５種の内容を設定した。これについては後で
詳しく述べることにするが，まず，これらの取組
を設定した説明として，自尊感情を高めるための
五つのポイントを述べる。 
 一つめのポイントは，「他者受容感を高める」と
いうことである。前にも述べたが，この「他者受
容感」は，「自己信頼感」や「自己受容感」を形成
するための土台ともなるものである。また，生徒
自身が身体的な安全と情緒的な安心を形成するた
めにも大切なものである。そのことを突き詰めれ
ば，他者受容感のないところでは，自尊感情は高
まらないともいえるくらい必要なものである。こ
の「他者受容感」とは，具体的には，教師や仲間
から，「人間として存在や価値が認められる」「有
している能力を認められる」，そして「未知なる潜
在能力を認められる」など(47)の実感を十分得る
ことができるようになることである。 
生徒の自己概念・自尊感情の形成には，親や教

師，仲間などの「重要な他者」からのあたたかい
「まなざし」(48)が大きく影響するといわれてい
る。そうしたことからも，日々の活動において「他
者受容感」を高めるため，肯定的で受容的，そし
て共感的な「まなざし」とあたたかいかかわりを
大切にしなければならない。さらに，指導者の生
徒に対する無意図的な期待行動が生徒の自己概
念・自尊感情の形成と変容に大きく影響を及ぼす
ことが，これまでの研究で明らかにされている（ピ
グマリオン効果）(49) 。こうしたことからも，生徒
一人ひとりを大切にするといった指導者の基本的
姿勢を深く認識しつつ，生徒の「他者受容感」の
向上を図らなければならない。そしてこのことは，
生徒相互の対話によるミーティング活動や，指導
者によるコーチング活動においても，欠かすこと
のできない重要な視点である。 
 二つめのポイントは，「自己効力感（self-efficacy）
を高める」ということ，すなわち，「自分にもやれ
そうだ」とか「…すれば～できるはずだ」といっ
た感覚を高めることである。自己効力感とは，バ
ンデューラ（Bandura，1977）が提唱した概念で，「課
題に直面したときに，その課題を自分の力で効果

的に処理できるという信念」(50)といわれている。
こうした感覚を高めていくことで運動に対する自
信が高められ，有能感も高まっていくものと考え
る。そして，運動部活動でのこうした自信や有能
感は，単に試合や競技会でのパフォーマンスに大
きな影響を及ぼすだけでなく，日頃の部活動への
積極的参加や失敗に対する克服，また運動からの
離脱などを防ぎ，継続をも可能とする。このこと
は，スポーツ参加状態と自己効力感に関する研究
からも支持されている。(51) バンデューラは，こ
の自己効力感の形成に影響するものとして，「行動
遂行」「代理経験」「言語的説得」「情動の喚起」の
四つをあげている。実際には，これらの要因が複
雑に絡み合って自己効力感の変容に影響するが，
「行動遂行」による学習が最も効果的だとされて
いる。「行動遂行」とは，実際に行動を経験するこ
とである。すなわち，行動を起こすことで，自分
が成功した，あるいはうまくいかなかったなど，
直接的な体験をすることである。ここで大切なこ
とは，比較的容易な課題を用いて行動させ，とに
かく成功体験を持たせて「できたこと」を強調し，
何ができたのか，どこが良かったのかを評価させ
ることによって自己効力感を高めることである。
つまり，日々の活動において，自分のレベルに応
じたスモールステップを用意し，細かな目標設定
と評価をすることが効力感を高め，自信を持たせ
ることになってくるといえる。そしてそうした取
組の中で得られる「成功体験」と，それにともな
う「成就感」や「達成感」，そして「満足感」など
を味わわせることによって「自尊感情」を高めて
いくことができる。  
 三つめのポイントは，自己存在感を形成するた
め，「所属感と使命感を持たせる」ということであ
る。「自分は，みんなと共にいる」とか「みんなの
ために自分がやる」など，集団に所属していると
いう感覚やその中で培われる使命感は，特に自己
存在感の形成とその強化につながる。自己存在感
とは，ある特定の場もしくは集団において，かけ
がえのない自己の存在の意義を実感できることで
あるとされる。(52)この自己存在感は，部活動集
団において，指導者や仲間からかけがえのない存
在としてあるがままに認められることによって成
立する感情，つまりその部活集団が自分にとって
準拠できる（心の拠り所となる）集団となってい
て，そこに自分の居場所がある場合に生じる感情
である。こうした感覚や感情は，通常，漠然とし
た実感に支えられていて，普段の活動が円滑に流
れているときは，深く考えたり，意識されたりす
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ることは少ない。しかし，人間関係や課題遂行が
円滑にいかなくなると，自己存在が希薄になった
り，失われたりして，問題の解決や困難の克服が
できなくなって，いろいろな面で支障をきたすよ
うになる。そうした意味において，自己の存在感
強く持つということは，自尊感情の土台ともいえ
る重要な感情・感覚であるといえる。 
さらに，集団の中で，比較的重要な役割を与え

られたり活躍したりすることによって培われる「使
命感」は，「自分はみんなの役に立っている」とか
「自分は必要とされている」，また「なくてはなら
ない存在だ」といった感覚や感情をも形成する。
これは，自己の存在に対する意義や価値を見出す
と同時に強化されるものである。こうした感覚・
感情を育むことは，自尊感情の向上には欠かせな
いものとなる。 
 四つめのポイントは，「自己肯定感を高める」と
いうことである。ありのままの自分を受けいれ，
かけがえのない自己の存在を大切にするためには，
自分を肯定的に捉えられなくてはならない。例え
ば，「自分にはこんないいところがあった」や「自
分には未知なる可能性がある」など，自己の肯定
的側面の発見と評価によって，自分を好きになっ
たり，自分を信頼できるようになったりできるも
のと考える。そうしたことから，肯定的な自己評
価と可能性の認知は，自尊感情の向上に大きく影
響するものといえる。ただし，自分をより客観的
に見つめるということからいえば，そこには，否
定的な自己をも正しく捉えるということも含まれ
る。もし，自分のよい面ばかりを見たり，否定的
に捉えなくてはならない部分でさえも，自分の都
合の良い見方をしたりするようなことがあれば，
それは根拠のない，単なる優越感や他者への蔑視
にもつながる，いわゆる「独善と自己幻想の自我
肥大」(53)といわれるものを形成してしまいかね
ないことになる。したがって，自分自身の姿を振
り返り，自分なりに吟味検討し，自分の足らざる
ところ，弱いところを含めた自己認識に努め，そ
の上で自分自身の現実の在り方を自分なりにコン
トロールしていくという方向での肯定的な捉え方
が重要であると考える。 
 五つめは，「自己統制能力を高める」ということ
である。ここでいう自己統制能力とは，「自制・克
己と自律との両方を含むもの，すなわち，自分自
身の判断に基づいて，自他および集団の要請を適
切に処理して自律的に行動すること」を意味して
いる。そこには，怒りや欲求を抑えたり，満足を
延期したりする抑制的働きである「自己抑制的側

面」と，難しいことに挑戦したり，不安や集団の
圧力に負けず，自分が正しいと思うことを主張し
たり，実行したりする主張・実現的働きとしての
「自己主張的側面」の二つの面が含まれると考え
る。(54)したがって，ここでいう自己統制能力は
単に自分の感情・欲望・行動を抑制するだけでな
く，自分の立てた計画を積極的に遂行したり，正
当な権利を主張したりすることも含んでいるもの
といえる。 
運動部活動における集団活動の中では，仲間と

の協力や連帯といったものが大切になってくる。
しかし，前にも述べたように，協力や連帯といっ
たものは，他者に対する単なる迎合や妥協ではな
い。本当の意味での協力関係や連帯意識を形成す
るためには，自己決定としての「自分の勝手気ま
まな行動は慎む」，あるいは「みんなのことを考え
て行動する」といった決意，そして「失敗を恐れ
ずチャレンジしよう」とか，「弱気になるな」とい
った仲間相互の呼びかけが，自他のチャレンジ精
神や向上心を支え，そうしてやり遂げたときの成
就感や達成感によって，自尊感情が高まっていく
ものと考える。以上，運動部活動において，自尊
感情を高めるためのポイントを五つ述べてきたが，
これらは，相互に密接かつ複雑に関連しているも
のである。また，どれをとっても自尊感情の向上
には欠かすことができない重要なものである。問
題は，前項で示した運動部活動の枠組（図 2-1）を
もとに，これら五つのポイントを踏まえた活動を
どのような内容（形態と手法）として取り組むか
ということである。 
そこで本研究としては，「運動実践による活動」

「ミーティング活動」「コーチング活動」の三つの
活動について，先の五つのポイントと関連させた
取組内容を次頁の表 2-2 のようにまとめた。この
表に示す三つの活動における 5種の取組は，学校
の教育活動の一環として行なわれる運動部活動で
あることから，そのねらいは教育的意図に基づい
ていることはいうまでもない。教育的空間におけ
る活動であることを重視して，「人間的成長」を図
ることをめざしたものである。また，競技スポー
ツに求められる「競技力（技能）向上」について
は，あくまでも自尊感情を高めるための「手段」
となるように設定した。したがって，これら 5種
の取組内容は，生徒の「心の健康」を育むといっ
た哲学の基で構成した内容である。 
一つめの「運動実践による活動」としては，「目

標及び課題設定と追求活動」，そして「試合（練習
および公式）」の二つをその内容とした。 



 心の健康・運動部活動 17 

 運動部活動では，生徒一人ひとりが運動とのか
かわりにおいて，自己決定しためあて（目標）を
持ち，その実現に向かって活動の仕方を自己選択
したり，自ら工夫したりしながら活動を進めるこ
とは，自己決定感や自己責任感を高める上では非
常に大切である。また試合については，進歩状況
の確認や，次の課題発見，さらには社会性を育む
など有意義な場であるとして重視した。 
二つめの「ミーティング活動」は，基本的に他
者及び自己との「対話」を重視している。したが
って，単なる教室での話し合い活動や指導者から
の「伝達」をさしているのではない。そしてその
形態は，教室で行なわれるものや，試合の場面で
行なわれるもの，また集団で行うものや 1対 1で
行われるものも含んでいる。集団で行うミーティ
ングについては，「参加型学習の手法」を取り入れ
ることにしたが，これは直面する問題や実際の場
面で求められる対処スキルを獲得するうえで，と
りわけ有効な学習方法であるいう昨年度の研究成
果をもとにしている。（55）また，自己との対話を
ともなう自己評価活動は，さらに重要なものと考
える。(56)日々活動する中で，こうした自己評価

がくり返されることは，生徒自
らが自己の成長を確認できると
ともに,次の活動の工夫が図れる。
そして，そうしたことから味わ
える満足感や効力感によって内
発的動機づけが高まり，次の活
動へのエネルギーにもなってい
く(57)。安彦忠彦は，自己評価
活動の生み出すものとして，少
なくとも「技術面での調整力」，
「知能面の論理的調整能力」，
「情緒面での統合能力」，「情動
面での統制能力」，「精神面での
内省能力」の五つは思い浮かぶ
ものであるとし，それら全体を
通じて，「自己統制能力といえ
る」(58)と述べている。このこ
とは，先の五つめのポイントを
抑えた取組としての有効性を支
持するものであるといえる。 
 指導者による「コーチング活
動」としては，生徒一人ひとり
が豊かな自己実現へ向けて自発
的・主体的に取り組む事ができ
るように，必要に応じて適切に
温かく支援したり，共感したり

しながら進める事が大切である。また，生徒の運
動有能感や成就感，達成感などを高めるため，個々
に応じた適切な技術指導が求められる。さらには，
チームの競技力向上だけでなく「自他の尊重」や
「より良い人間関係づくり」，また「規範意識」や
「社会性」の育成などといった人間的成長を図る
指導も求められる。そうしたことから，指導者の
活動として，「Empowering（能力引き出し型）コー
チング」をその取組内容とした。 
運動部活動において，指導者によるコーチング

は，「運動実践による活動」や「ミーティング活動」
にもまして，非常に重要な取組となる。なぜなら，
前にも述べたように，生徒たちの活動は，指導者
の「哲学」によって方向付けられ，その目的に応
じた活動が計画されるのである。そしてその結果
を「重要な他者」あるいは「意味ある他者」たる
指導者に評価されるのである。 
他者から受ける評価について，それが「重要な

他者」，「意味ある他者」によるものであればある
ほど，思春期という感受性の高い中学生にとって
は大きな意味を持つことになる。そんなおりに，
もしも勝利至上主義的な哲学の基で行なわれた活

表２－２ 「三つの活動」における内容（取組）とねらい 

三つの 
活動 内容（取組） ねらい 

＜教育的意図＞ 
五つのポイント 
との関連 

●目標及び課題設
定と追求活動 

○自ら目標や課題を設定するこ
とで，練習や試合への参加に対
する自己決定感を高めさせる。 

○課題への追究活動を通じて，自
主的・実践的態度を育成する。 

☆ポイント２ 自己効力感 
☆ポイント４ 自己肯定感 
☆ポイント５ 自己統制能力 

運動実践に
よる活動 
（身体的ト
レーニング） 

●試合（練習，公式） 

○日頃の練習の成果を発揮し，達
成感や充実感を味わわせる。 

○仲間と共に運動することの楽
しさを体験させ，その中で所属
感や使命感などをもたせる。 

○ルールやマナーを遵守せるこ
とで，社会性を養う。 

☆ポイント２ 自己効力感 
☆ポイント３ 所属感・使命感 
☆ポイント５ 自己統制能力 

●参加型学習の手
法を取入れたミ
ーティング活動
（他者との対話） 

○メンバーがお互いのことをよ
く知り，望ましい人間関係を広
げさせる。 

○活動への主体性を高めるとと
もに，直面した場面で要求され
る対処スキル（ライフスキル）
を獲得させる。 

☆ポイント１ 他者受容感 
☆ポイント３ 所属感・使命感 
☆ポイント５ 自己統制能力 ミーティン

グ活動 
（自己・他者
との対話） 

●自己評価活動 
（自己との対話） 

○自らの活動を振り返り，自己を
肯定的に捉えささせるととも
に自己責任を持たせる。 

○活動を振り返り，満足感や効力
感を持たせ，次の活動意欲を高
めさせる。 

☆ポイント２ 自己効力感 
☆ポイント４ 自己肯定感 
☆ポイント５ 自己統制能力 

コーチング 
活動 
（エンパワー） 

●Empowering（能
力引き出し型）コ
ーチング 

○生徒が安心でき，確信をもって
活動できる雰囲気をつくる。 

○生徒たちに，有能かつ重要で，
受容され，保護されているとい
う実感をもたせる。 

○ひとり一人に活躍する場を与
えるとともに，自信が持てるよ
うにさせる。 

☆ポイント１ 他者受容感 
☆ポイント２ 自己効力感 
☆ポイント３ 所属感・使命感 
☆ポイント４ 自己肯定感 
☆ポイント５ 自己統制能力 
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動のなか，「おまえは，試合につかえない
．．．．．

」とか「セ
．

ンス
．．
がない」などといった否定的な評価が下され

たとしたら，生徒の心は一体どうなるであろうか。
それは生徒の自信を奪うだけでなく，存在価値を
も認めない暴言といわざるを得ないのである。 
指導者の運動部活動に対する考え方，すなわち
哲学がどのようなものであるかは，通常その指導
者のコーチングスタイルにともなう言動に反映す
る。逆にいえば，どのような言動で日々生徒たち
と接しているか，取り組んでいるかをみれば，そ
の指導者の考え方（哲学）とコーチングスタイル
がある程度わかるものともいえる。 
一般的に，コーチングには，「専制型」，「放任型」，
そして「民主型」の三つのスタイルがあるとされ
ている。表 2-3 は，そのスタイルのそれぞれの特
徴をまとめるとともに，具体的な生徒の反応と行
動の特徴も合わせて示したものである。先の勝利
至上主義やいわゆるタテ関係の序列や先輩への服
従といった封建的運動部活動観にとらわれたコー
チングは，「専制型」となりがちである。また，「イ
ヤイヤながら」とか，「仕方がないから」といった
思いで部活動の顧問になっている教師には，よく
「放任型」が見受けられる。やはりこの表を見て
も明らかなように，生徒の「心の健康」を育むこ

とをめざし，自尊感情の形成を図るためには，「民
主型」の「Empowering（能力引き出し型）コーチ
ング」がどうしても必要である。 
 コーチングにおける Empowerment（能力を付与
する，開発する）とは，「選手を活躍させ，成長さ
せ，彼らにより多くの責任を与え，彼らのアイデ
アを受け入れ，さらに選手の自信を増進させるよ
うな雰囲気を与えるということである」（59）とさ
れている。（以後「エンパワーメントコーチング」と記
述する） そしてそれを実現させる方法として具体
的に述べられているものを整理すると，次の 12
点にまとめられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタイル スタイルの特徴 選手（生徒）の具体的な反応 
選手（生徒）行動の特

徴・特性 

専制型 

支配的，独裁的。自分が知識と経験のみ
ならず，最高の指導者の役割を遂行する権
力を持つと確信している。 
選手はコーチの言葉を聞いて従うはず

だと考えている。常に，管理的，懲罰的で
ありがち。 

○「私の言うことを聞いてくれない」 
○「いつも私のあら捜しばかりする」 
○「いつだっておしつけがましい」 
○「いつか仕返ししてやる」 
○「わたしがどう感じるかなんてどうでもいいのだ」 
○「わたしのことを何も知らないし，わかっていない」 
など 

●口答え 
●怒り 
●強情 
●非協力 
●うそをつく 
●防御的態度 
●避ける，距離をおく 
など 

放任型 

 感受性が鈍く，自覚せずに無関心で，冷
淡で温かみがなく，選手に興味がない。  
多忙あるいは怠慢のあまり，コーチとし

ての責務を果たせない。他にもっと重要だ
と思えることがあって，それに心を奪われ
ている状態。 

○「わたしはコーチを尊敬できない」 
○「コーチになんか期待できない」 
○「コーチにはがっかりする」 
○「コーチは単に時間を浪費しているだけだ」 
○「どうせわたしのことは重要じゃないんだ」 
○「コーチはわたしの名前さえ知らない」 
○「関心を持つのはレギュラー選手だけでわたしには関心がな
い」 

など 

●尊敬の欠如 
●都合のよいごまかし 
●頻繁な怒りの爆発 
●引きこもり 
●不安 
●欲求不満 
など 

 
 
 
 

民主型 
 

Empowering 
コーチ 

（能力引き出し
型） 

 自分自身（コーチ）および選手たちが好
きであり，尊重している。選手たちに彼ら
の個性を発揮する機会を与え，同時に以下
のようなことで，選手たちが是認されてい
ることを確信させる。 
１．安心でき，確信をもって活動できる雰
囲気をつくる。 

２．どのような状況であれ，受容され，ケ
アされていることを感じさせる。 

３．選手たちの言い分に耳を傾け，真剣に
対処する。 

４．正直で率直である。 

○「コーチはわたしがいることを喜んでくれる」 
○「コーチはわたしを信頼している」 
○「コーチはわたしに責任を持たせてくれる」 
○「コーチは本気で対応してくれる」 
○「コーチはわたしの言うことを聞いてくれる」 
○「コーチは（納得すれば）一度決めたことでもこころよく変
更してくれる」 

○「コーチはわたしに関心を持ってくれている」 
○「コーチはわたしに感謝してくれる」 
○「わたしがチームに貢献していると考えてくれる」 
○「コーチはわたしのことをチームにとって必要な存在だと認
めてくれている」 

など 

●自信 
●誇り 
●機転に富む 
●有用性 
●熱意 
●満足感 
●協力的 
●責任 
●共感 
など 

＝

表２－３ コーチングのスタイル（生徒とのかかわり方についての関係から） 

参考資料：Raymond M．Nakamura（監訳者：野川春雄・永田幸雄）『The power of positive coaching 選手が育つポジティブ・コーチング』

①生徒に自身の目的を設定する能力と，それを達成

する意欲を育てるようにすること。②一人ひとりの

個性を認め受け入れること。③生徒に責任を持たせ

ること。④生徒の意見を受け入れること。⑤生徒一

人ひとりに成功する能力があると感じさせること。

⑥生徒の言い分の良き聞き手になること。⑦生徒が

納得できる適切な態度，行動の基準を設定すること。

⑧生徒が活動における意思決定のプロセスに参加す

ることを許すこと。⑨生徒に安心できる環境を提供

すること。⑩よく考え，組織化された練習をするこ

と。⑪生徒一人ひとりに時間をさくこと。⑫適切な

規律の方針を設定すること。 
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第２節 活動プログラムの実際 
     ～岡崎中学校サッカー部～ 
 
（１）春季大会から夏季大会まで＜実践①＞ 
 京都市立岡崎中学校サッカー部の協力を得て，
これまで述べてきた活動内容についての実践を進
めた。実践①として取り組んだ期間は，春季大会
が終わった 5月から 6 月，そして 7月の夏季大会
終了までの約 3ヶ月間とした。それは，チームに
とって，3年生最後の大会となる夏季大会までが，
これまで築きあげてきたチームの最終完成段階と
もなる時期であり，いわば個人にとってもチーム
にとっても，大きな節目となることから，ここを
第 1期の実践期間とした。 
 実践活動に入るにあたって，顧問から直接生徒
たちの様子を聞くことができた。また，その後，
実際に様子を観察したことや，直接生徒から話を
聞いたことにより，比較的正確に生徒の全体像を
つかむ事ができたものといえる。このようにして
得た当初の生徒の様子を，前章で示した保健体育
審議会答申(2000)「運動部活動の運営の改善」
（p.17）に照らしてまとめてみると，おおよそ下

記のような状況であった。 
 このように，岡崎中サッカー部では，部活動顧
問の教育的意図に基づく方針に則って活動が進め
られてきた。また，先の保対審答申で指摘される
改善点についても，ほぼ見直された状況で活動が
進められてきたことがわかる。しかしながら，生
徒のムードは沈滞し，仲間同士がいがみ合うとい
った状況が生まれていたのである。また，試合の
なかでさえ，声援したり,激励したりということが
ない状況であった。集団のなかでうまく自己主張
ができず，歪んだ自己表現しかできないまま，結
果的にこうした人間関係ができたものと考える。
そこには，安心して失敗できるような余裕もなく，
楽しいはずのゲーム（試合）が一番気分的に疲れ
るといったムードが漂うのである。こうしたなか
では，生徒相互の信頼感と安心感を育むことをめ
ざす「参加型学習の手法を取入れたミーティング
活動」とはいえ，既につくられている心理的関係
は学習に大きく影響を与えるものであるというこ
とから効果的な取組にはならないと考えた。 
 むしろ，集団としてギクシャクした状態であっ
ても，個々の生徒は誰もが「上手くなりたい」「楽
しみたい」，また「試合に勝ちたい」といった思い
やねがいを持っている（顧問の見解や生徒の言葉）
ことからも，まず，個に視点をあてた取組として，
「目標及び課題設定と追求活動」や「自己評価活
動」，また個人対話による「ミーティング活動」（次
の実践②で報告）が有効であると考えた。なお，指
導者によるコーチングについては,一貫してエンパ
ワーメントコーチングのスタイルで実践した。そ
れについては，実際のコーチング場面での指導者
の言動を紹介することをもって報告とする。 
本研究では，「目標及び課題設定と追求活動」

を進めるために，図 2-2（次頁）のように実践モ
デルを作成した。このモデルに従って実践を進め
るとき，はじめに効果的な目標設定が求められる。
目標を設定する場合，結果目標と行動目標という
二つの目標設定の仕方がある。勝利や順位といっ
た結果を重視した目標を結果目標とよび，特定の
結果を導くために必要な具体的な行動や競技内容
を重視した目標を行動目標とよぶ。運動部活動に
おいて，チームや個人が勝利や順位といった結果
目標を設定することは自然なことであり，「全国大
会出場」や「ベスト 8」といった目標が掲げられ
ることも多い。しかし，勝利や順位といった結果
は，相手との相対的な力関係で決まるものであり，
選手がいかに努力して最高のプレーをしたとして
も，相手がそれを上回っていれば負けてしまう。

◎保対審答申(2000)で指摘する改善事項に対応するもの 
※（ ）の記号は， p.7 の表の記号に対応している 

① 教育的意図に基づいて，サッカー部活動方針が立てら
れ，顧問の指導のもとで運営されている。（ア） 

② ほぼ毎週，練習試合が組まれるくらい熱心な指導が行
なわれている。（オ） 

③ 日は完全休養，月は自主練としている。（ウ）（エ） 
④ 保護者の熱心な応援と理解がうかがえる。（オ） 
●（にもかかわらず）現状の問題点とその様子 
① 部員相互の人間関係があまり好ましくない。特に 3 年
生同士の間でいがみ合いがある。 

② キャプテンがやや孤立している。 
③ 前向きなメンバーと，やる気のないメンバーにおおよ
そ別れている。 

④ 一部によくサボる者がいても，部活としての規律が不
明確な状態にあるため，全体の士気も個人の志気も低
下した状況にある。 

⑤ あまりおもしろくないし，充実感もやりがいも感じな
いといった様子で練習が流れている。 

⑥ サッカーは大好きだけど，もうサッカー部は退部しよ
うかと考えている者が数名いた。 

⑦ 入部して間もない 1 年生は，2，3 年生とは別に練習を
していた。 

⑧ 顧問にとっては，特に 3 年生同士の関係修復や指導に
ついて，重く，気むずかしく感じさせている。 

⑨ 本来，楽しいはずのゲーム的要素が含まれる練習の方
を生徒たちは嫌がり，声も出なくなる。 

⑩ 練習中の失敗や成功に対しても，周囲からの声はほと
んどなく，無関心といった雰囲気が漂っている。 

⑪ 教室やグランドでのミーティングについては，顧問以
外，ほとんど誰も発言しない。視線はいつも下向き。 

⑫ 練習試合においても，仲間に対する声援や激励は，ほ
とんど出ない状態である。 
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ましてや審判や天候，予期せぬけがなど不確定な
要素によって左右されるものであるということに
なれば，選手自身がコントロールできるものでは
ないといえる。また，相手のミスで勝って，結果
目標を達成したとして
も有能感は高まらない
し，すぐれた競技内容
であったにもかかわら
ず，負けたことで目標
が達成できなかったと
評価することは，それ
までの努力を否定し，
動機づけにマイナスと
なりやすい。さらに，
特定の結果を目標とす
ること自体，不安や緊
張感を生み，プレーへ
の集中力を妨げる原因
となる場合がある。 
それに対して，行動
目標は，具体的な行動
や競技内容など，自分
の実践能力を高めるこ

とを重視した目標であり，相手の行
動やレベルにかかわりなく，自分自
身がコントロールできるという性質
を持っている。このことは，自分の
やるべきことに集中できることから，
結果として，目標の達成とそれにと
もなう有能感の獲得の可能性を高め
るものと考える。また，たとえ目標
達成に失敗したとしても，自分のや
るべき行動が明確であることから，
目標達成に向けた努力が継続される
ことが期待できる。こうしたことか
ら生徒の有能感を高めるためには，
何よりも行動目標を設定することが
重要であると考えた。 
 さらに，生徒が自分の課題を設定
することについては，決して簡単な
ものではなく，指導者による具体的
な支援が必要となる。なぜなら，自
分の目標を達成するためには，どん
な技能が必要なのか，そして全体と
してどのような要素があるのかとい
った具体的な要素とその全体像を知
らなければ，自分の課題として設定
することはできない。そうでなけれ

ば，ただ漠然とした抽象的なイメージだけになっ
てしまう。そのため，本研究では，図 2-3 のよう
に運動技能の要素が一覧できるモデルとして，「サ
ッカー選手に求められる実践技能（基礎）の要素」

目標及び課題設定・実践（追究）の流れ留意すべき事 支援のポイント 

事前準備 

行動目標設定 

現状認識・願いや思い

実践活動（課題追究）

自己評価（振り返り）

次の活動への願い 

課題設定 

課題の発見

課題設定の理由

１）どんな課題を設定するのか 
 ①実現可能で生徒自身が意欲を維持
できる課題を考えさせる。 

 ②（生活・態度面）「アンケート調査」
の結果を参考にしてアドバイスす
る。 

 ③（技能面）「求められる運動技能の
要素」を参考に課題を絞り込ませ
る。 

 ④その目標や課題が，チームや自分
にとってどんな意味や意義がある
のかを考えさせる（自己決定）。 

１）結果目標より行動目標を重
視させる。 

２）課題設定には，自己決定感
がともなうことが重要。 

３）課題の観点をできるだけ具
体的に提示する。 
○生活及び態度面（例） 
  ・「自分とのかかわり」 
・「仲間とのかかわり」 
・「集団とのかかわり」など
○技能面 

１）どのように実践（追究）するのか 
 ①一人 or グループ orチーム 
 ②見とおしを持たせる（工夫・計画）
 ③進んで援助・アドバイスを受けさ
せる。 

１）練習や試合ごとに活動の様
子や進行状況をしっかり把
握し，必要な支援や助言を
する。追究活動が一定の程
度定着するまでは，任せっ
ぱなしは危険である。 

２）常に肯定的・受容的態度で
かかわることが重要。 

１）自己評価をするとき，自分なりの
判定（判断）基準を持たせる。

（例）「とても満足」「おおむね満足」
「満足できない」など 

２）どうしたらうまくいったのか，ま
たどうすればもっとうまくいく
のかを考えさせる。 

３）努力してできたことを発見させ，
自己を肯定的に捉えさせる。 

４）つぎにやってみたいことを考え
させる。 

生徒が運動部活動での自分を
振り返るとともに，肯定的な自
己概念・自尊感情を形成するた
めの実践行動を考えるとき，顧
問（コーチ）が準備した資料の
影響は大きい。この資料がチー
ムや自己の努力目標設定や課題
設定，および課題追求の方向性
を規定する。 

１）どんな部活動にするのか 
①目的（何のために） 
②活動期間・時間 
③活動の決まり・約束 
④顧問やチーム，自分の願いや思い 
 など 
２）生徒の実態把握（アンケート調査）
３）自己評価カード 
４）求められる運動技能の要素 

１）試合の結果評価より自分の
努力に対する評価を促す。 

２）他者との比較より，これま
での自分と新しい自分の変
化について振り返らせる。 

３）やればできるという言葉が
けをするとともに，次の新
たな活動への願いにつなが
るようにさせる。 

図２－２ 運動部活動での課題設定・実践に関するモデル 

プレーヤー 
として 

身につけたい力 

（戦術的理解）
どうしたらいいか 

わかる力 

（コーチング）
声が出せる力

（実行技能） 
実行できる力 

<On the ball>攻守において，ボールに直接かかわっているとき 
・ フリーの味方が見えている 
・ ボールをとりにくる相手が見えている 
・ 攻撃（防御）する場所や方向が見えている 
<Off the ball>攻守において，ボールに直接かかわっていないとき 
・ ボールと人（味方・相手）や場所（スペースなど）を同一視野
に入れている 

・ 次の展開に有利（危険）な人（味方・相手）を見ている 
・ 次の展開に有利（危険）な場所（スペース）を見ている 
・ 次の展開に有利（危険）なプレーを予測している など 

◎実行に必要な技術
＜ボールをとめる・うける＞…トラップ（からだの各場所） 
＜ボールを運ぶ・相手をかわす＞…ドリブル，フェイント 
＜ボールを保持する・もつ＞…ボールキープ 
＜ボールを蹴る・わたす＞…パス，各種キック（サイド・インス

テップ・インフロント・ヘッディングなど） 
＜ボールをうばう＞…各種タックル，ショルダーチャージなど 

◎実行を支える基礎体力…筋力・持久力・瞬発力・柔軟性など 

＜指示する声＞
・ 「ここに出せ」 
・ 「○番をマークしろ」など 
＜教える声＞ 
・ 「フリーだぞ（ターン！）」
・ 「相手がうしろにいるぞ（マ
ノン！）」 

・ 「１対 1勝負していいぞ」 
＜励ます声＞ 
・ 「やったらできるぞ」 
・ 「ドンマイ」 
・ 「もう一回トライだ」 
＜呼びかける声＞ 
・ 「いま集中しようぜ」 
・ 「苦しいけどがんばろう」 
＜注意する声＞ 
・ 「あきらめるな！」 
・ 「弱気になるな！」 

＜個人戦術＞ 
○オフェンス 
・ 良い視野の確保（ボディシェイプ）
・ マークからはなれる（チェック・プ
ルアウェイ） 

・ 背後（うら）をとる動き など 
○ディフェンス 
・ マークの３原則 
・ プレーの優先順位 
① アプローチ 
② インターセプト 
③ 前を向かせない 
④ おくらせる（ディレイ） 
⑤ 追いこむ（ジョッキー） 
⑥ タックル など 

＜グループ・チーム戦術＞ 
・ サポート，カバー 
・ トライアングル，アイコンタクト 
・ オーバーラップ，クロスオーバー 
・ ワン・ツー 
・ オフサイドトラップ 
・ ラインディフェンス  など 

サッカー選手に求められ

る実践技能（基礎）の要素

（状況判断） 
まわりが見える力

図２－３ 「求められる運動技能の要素＜サッカー基礎版＞」モデル 
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を整理して提示した。この図 2-3 については，今
後多くの修正を加えていかなければならないもの
であるとはいえ，求められる技能の要素を整理し
て提示したことで，生徒たちの具体的な課題の設
定には大いに参考になったものといえる。 
 「自己評価活動」については，前頁の図 2-2 の
課題設定・実践に関するモデルに示すように，目
標や課題の設定とその追求活動と平行して，その
一連の流れのなかで行うものである。いわばこれ
らの活動は一体化したものであり，個々別々の取
組としては成立しないものである。 
 そこで，本研究として，自己評価活動を行うた
めに，図 2-4 のような「自己評価カード」を作成
し，これをサッカー部の実践で使用した。本来，
自己評価活動には，「今日の練習の反
省」という短期的なものから，「今年
度の活動を振り返る」といったよう
な長期的なものまで考えられる。 
しかし，本研究としては，次のよ

うな理由から一週間単位で行うもの
とした。一つは，岡崎中サッカー部
の活動のサイクルが，原則として，
月…ミーティング，火～金…練習，土…試

合，日…完全休養といった理想的とも
いえるもので，定期的に「月」を自
己評価活動日としての時間が確保で
きたからである。もう一つは，目標
設定において，「技術目標」以上に生
徒の自尊感情を高めるための「努力
目標」を優先させたことによる。自
己の「努力」を評価するには，一週
間毎が適当であると考えた。そして，
「自分」「仲間」「チーム」に対して
努力する事柄をより具体的にするた
め，ア）～エ）のように取組例を提
示した。また，独自の取組を設定す
る者は，オ），カ）に書き込んで取り
組んでもよいとした。こうすること
によって，自分の課題をより具体的
にできたと同時に，意欲向上には欠
かすことができない自己決定感を持
たせることができたといえる。さら
にそのことを強化するため，特に『目
標設定の理由』を丁寧に書かせるこ
とにした。 
 一週間の取組を振り返って自己評
価するとき，これまでの自分の進歩
状況をできるだけわかりやすく，把

握できるものにすることが望ましい。そのため，
レーダーチャートによるグラフを利用することに
した。また，評価の判定基準については，他者に
よる外的基準ではなく，自分の「満足度」といっ
た内的基準とした。ただし，「技術目標」について
は，どのような状況で「達成できた」のかを明確
にしておく必要があった。その場合も「相手のい
ない練習場面」から「実践の試合場面」までとい
ったレベルも自分で設定することとした。 
 指導者による「顧問からのメッセージ」は，生
徒の他者受容感を高めることを第一の目的として
いることから，特に重要視した。そのため，生徒
のがんばりや工夫，成長した点などをできるだけ
具体的に“ほめる”，“共感する”記述とした。 

図２－４ 運動部活動にける「自己評価カード」実践例 
岡崎中・サッカー部                  ２年（氏名）Ｓ・Ｏ    （７月１３日） 

自己評価カード 

目 

標

（夏季大会までの目標） 

オフェンス面→ファーストタッチをしっかりして，体の向きを整えて１対１の勝負で勝てるようになりたい。 
ディフェンス面→なるべくインターセプトをねらって，ボールを取り，その後のパスを正確に出したい。 

◎目標設定の理由 
・ １対１で勝って，センターリングかアーリークロスをあげたいから。 
・ インターセプトをすると，１対１で勝負してからより，落ち着いて，

余裕を持ってパスが出せるから。 

 
 
【自分に対して】 
ア）家でも練習する 
イ）朝練習に参加する 
ウ）食事で好き嫌いをしない 
エ）睡眠時間を確保する 
オ）             

カ）             
【仲間に対して】 
ア）声をかけて練習に誘い合う 
イ）仲間の良いとこを発見する 
ウ）自分から教えてもらう 
エ）応援や励ましの声を出す 
オ）             

カ）             
【チームに対して】 
ア） 集合時間を守る 
イ） 自ら進んで練習用具を整理する 
ウ） 自ら進んでグランド整備をする 
エ） 集合したとき積極的に意見を出す 
オ）              

カ）              

 

◎目標設定の理由 
 
・ 普通にドリブルをするより，フェイントを入れたほうが，相手を

抜けるから 

  

フェイント  
【こうしたらうまくできた】 
 
・ １対１のボールをもらう前に，大きな逆モーションを入れたら

うまくできた。 
【こうすればもっとよくなるだろう】 

・ もうちょっと簡単なフェイントじゃないと，自分で失敗するか

ら，もうちょっと簡単なフェイントでかわしたい。 

◎目標達成の工夫 

 

・ まず，ボールリフティングをたくさんして

足をやわらかくする。 
・ ビデオを見て，その選手のフェイントを

真似する。 【次はこれをやってみよう】 

・ 前を向いていない状態から１対１をする練習をしたい。 

今週の部活
動で感じた
こと・思った
こと 

チームに対してのグラフがあまり良くなかったので，集合したときや練習のときにもっと自分

から意見を出したい。 
右バックから左バックに変わって，トラップする足が逆になることが多くなったから，左足のト

ラップの練習をいっぱいしたい。 

顧問からの
メッセージ 

O 君は，もっと自信を持ってプレーしたらいいですよ。相手を抜く技術も身についてきたし，攻
撃にとび出すタイミングも上手くできていますよ。また，１対１のディフェンスの時，Good な態勢
でアプローチができています。その調子でがんばろう！ 

NO. ３ 

0

1

2

3

振り返りグラフ
左の各項目から 2 つ選択 イ 

【自分に対して】

【チームに対して】

３…大変満足できる 
２…おおむね満足できる 
１…満足できない 

【仲間に対して】 

今週の努力目標 

今週の技術目標 

達成できた・おおむね達成できた・できなかった 

ウ 

ア

エ 

エ 

イ 
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（２）新チーム結成から秋季大会まで＜実践②＞ 
 夏季大会の終了とともに，3 年生は活動の第一
線から退くことになる。それにともなって，1・2
年生の新たなチームづくりが始まるが，本研究で
は，チームづくりにおける，はじめの段階である
この期間を実践②として取り組んだ。 
 この時期は，夏季休業期間における活動となる
ことから，取組の計画を立てる際も時間的なゆと
りが持てる。また，連日過酷な暑さの中で活動を
続けるより，教室の中や木陰でのミーティング活
動を組み入れた方がいろいろな面で効果があると
思われる。そうしたことから，実践②では，教室
の内外での「参加型学習の手法を取入れたミーテ
ィング活動」を，有効に実施することとした。内
容は，表 2-4 で示すように，チームづくりのはじ
めの段階で求められる集団や部活動の在り方，そ
して他者への共感など，より良い人間関係を育む
とともに実際場面で求められる対処スキル（ライ
フスキル）の獲得をねらいとしたものである。 
 ここでは，集団を対象とした②の「リーダーと
は」と，個人対象の試合場面でおこなわれた⑨「情

動の対処」の二つの実践例を報告する。 
 本研究としては，②「リーダーとは」について
のミーティングは，次の二つの状況において有効
であると考えて作成したものである。一つは，キ
ャプテンや学年代表といった集団のリーダーを選
出するとき，もう一つは，すでに選出されたリー
ダーがその役割を放棄したときや他の影響力ある
メンバーが力関係で集団を支配し，いわゆる「ボ
ス」として出現したときである。 
なお，本実践では，キャプテン選出時に，①の

「群れと集団」のミーティングの後，それをさら
に発展させる形でおこなった。時間は 45 分，ワー
クシートを使って，カード選択とディスカッショ
ンという参加型学習の手法を取り入れた活動を展
開した。目的は，「リーダーとは何か」，「どのよう
な人がリーダーとしてふさわしいのか」，また「リ
ーダーに求められる資質や力量とはどのようなも
のか」といったことについて，仲間の多様なリー
ダー観や考えに触れ，自分の考えをさらに深める
とともに発展させることであった。 
前項でも示したように，新チームが結成される

表２－４「参加型学習の手法を取り入れたミーティングの内容」例 

 

対
象 テーマ 目 的 ライフスキル

との関係 内 容 学習の手法 実施場面 

① 群れと集団 

単なる人の集まりやボス的存在が生ま
れる「群れ」と，目的があり，リーダー
が存在する「集団」のちがいについて知
り，より良い集団形成の第一歩とする。 

批判的思考 
創造的思考 

・「群れ」と「集団」のイメージをあげる。 
・それぞれのちがいをさぐり，考える。 
・本当の集団になるための条件について考
え，自分たちの課題を明らかにする。 

・ブレーンストーミ

ング 

・ワークシート 

ミーティング
（チーム結成時） 

② リーダーとは 

キャプテンを選出するときに求められ
る，リーダーとは何か，求められる資質
とはどのようなものかについての認識
を深め，拡げる。 

創造的思考 
・リーダーにとって必要だと思うカードを
個人選択する。 

・小グループになって，お互いの考えを出
し合い，まとめて発表する。 

・カード選択 

・ディスカッション 

・ワークシート 

ミーティング
（チーム結成）
（定期） 

③ 仲間への共感 
自分とはちがう考えや立場の違う人の
気持ちを理解し，受け容れられるように
する。そして，勇気づけたり，励ました
りできる。 

共感性 
・「先輩：後輩」，「レギュラー：イレギュラ
ー」，など異なる立場による考え方や感じ
方の違いを知る。 

・励ましや応援の大切さを理解する。 

・シミュレーション 

・ワークシート 

ミーティング
（定期・臨時） 
練習や試合 

④ プレッシャー 

日頃の練習や試合前などで生じる「緊張
感」にうまく対処できるようにし，“あ
がり”をおさえることができる方法を身
につける。 

ストレス対処

・プレッシャー時の「緊張」体験を出し合
い，自分なりの対処法を出し合う。 

・リラクゼーションを体験し，自分なりの
対処法を身につける。 

・リラクゼーション

体験 

「肩の上下運動」 

ミーティング
（臨時） 
試合前 

集 

団
（
チ
ー
ム
） 

⑤ 望ましい 
運動部活動 

封建的で支配的な考え方やタテの序列
による関係を否定し，民主的な集団を構
築するためのあり方や考え方を共有す
る。 

批判的思考 
・克服したい部活動観をも含めたカードを
用意し，大切にする優先順位を考える。 

・民主的な運動部活動観を共有する。 

・ランキング 

・ディスカッション 

・ワークシート 

ミーティング 
（年度始め） 

（チーム結成時） 

⑥ 意志決定 
部活動の規則やみんなとの約束事を破
ってしまうような衝動や誘惑に対して，
正しい行動を選択できる力をつける。 意思決定 

・よく起こりがちな問題事例を提示し，可
能な行動選択肢をすべて挙げる。 

・各選択肢の長所・短所を考える。 
・選択肢の一つを選び，実行する。 

・シミュレーション 

・ワークシート 
ミーティング
（定期・臨時） 

⑦ 
自己表現 
（意思伝達） 

言葉だけでなく，他の方法によっても自
分の気持ちが仲間に伝えられることを
知るとともにその方法を身につける。 

効果的コミュ

ニケーション

・対話している人の表情（写真）から，ど
んな印象や感情を持つかを考える。 

・表情や態度は，言葉以上に「ものをいう」
ことを知る。 

・フォトランゲージ 

・ブレーンストーミ

ング 

ミーティング
（定期） 

⑧ 自分を知る 
自分をより客観的に見つめることで，隠
された自己の可能性に気づき，肯定的に
自分を捉えることができるようにする。 自己認識 

・「自分から見たわたし」，「仲間から見たわ
たし」をできるだけたくさん書く。 

・「ジョハリの窓」に整理する。 
・未知なる自分の可能性の存在に気づく。 

・ジョハリの窓 

・ワークシート 
ミーティング
（定期） 

⑨ 
情動の対処 
（適切な 

感情表現） 

練習や試合などでうまくいかなかった
ときなどに生じる“苛立ち”や“怒り”，
“悲しみ”などに対して適切に対処でき
る。 

情動対処 
・練習や試合中に抱いた，イラ立ちやムカ
ツキを振り返る。 

・そのときにとった対処（態度や行動）に
ついて振り返り，意味を考える。 

・ブレーンストーミ

ング 

・ディスカッション 

ミーティング 
実際の場面 

個 

人 

⑩ 
勝つこと 
負けること 

「勝つ」も「負ける」も，試合は自分を
鍛え，高めさせるものである。そこに人
間的成長があれば「勝つ」も「負ける」
も，大きな価値があることを理解する。 

批判的思考 
創造的思考 

・本当に「勝つこと」がすばらしくて，「負
けること」は恥ずかしいことかを考える 

・単に「勝つこと」より，「負けること」の
中にもすばらしいものがあることを知る 

・ブレーンストーミ

ング 

・ディスカッション 

ミーティング 
試合後 
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以前は，3 年生同士の人間関係がうまくいってい
ない状況であった。とりわけキャプテンが孤立し
てしまうような状況が生まれていたことで，「キャ
プテンは損だ」とか「人に嫌われるようなことを
言うのは嫌だ」といった雰囲気が全体を支配して
いた。さらに「キャプテンはあまり必要だと思わ
ない」とか「先生がまとめてくれたらいい」とい
うような発言まで出てきていた。そうした状況の
なかで，このミーティングが行なわれたのである。 
活動の流れとしては，概ね次のような展開で進
められた。 

また，ワークシートには，選択カードとして，
下に示すように①～⑳のカードを提示した。 
⑳については，これらの他に考えられるものがあ
れば記入してもよいということにした。最終的に
は，4グループでさえも，「⑦・⑮・⑱」，「⑨・⑫・
⑭」，「⑤・⑥・⑰」，「⑤・⑨・⑰」という選択結
果だったように，個人としても，またグループに
おいても，多種多様なリーダー観が浮き彫りにさ
れた。仲間のこうした多様なリーダー観に触れる
ことで，自分が持つ今までのリーダー観を深め，

拡げることができたと思われる。活動後の「振り
返りシート」には，「…今まで，キャプテンは誰で
もいいと思っていたけど，みんなが選んだものを
もっている人が，キャプテンとしてみんなを引っ
張っていってほしいと思うようになった…」など
と書いている。またディスカッションの中で，「…
ここに書いてあるもの全部選びたかったけど，三
つだけにしぼるのはむずかしかった。だけど，全
部身につけている人はいないと思うけど，どれか
一つはみんなもっていると思う。」という意見が出
され，全員が拍手や「オーッ！」という声で盛り
上がった場面もあった。これらは，リーダーとし
ての資質を完璧に兼ねそえた人間はいないと感じ
つつも，仲間についての良さに目を向け，みんな
それぞれに，一つぐらいは良い面があるんだとい
う「他者受容感」の芽生えともいえるような仲間
に対するあたたかい「まなざし」のようなものを
手応えとして感じる活動となった。 
 そして，最後に指導者の方から，「（略）…キャ
プテンは，自覚したものが，みんなの心を感じて
自ら育つ（成長しようとする）ものであると同時に，
みんなが育てる（支える）ものである。それをリー
ダーシップとフォロア―シップという。これがな
ければキャプテンは孤立するし，嫌なことだけを
言う存在になってしまう。そして，そのキャプテ
ンとしての資質は，ここにいる者全員が持ってい
る。それは，誰もがその力を持っているというこ
とである。しかしそれは，誰でもいいということ
とはまったく意味が違う。（私は）このチームを本
当の意味で良いチームにしたい。みんなの考えを
出し合って学んだこのミーティングとこの時間を
今後大切にしよう。」というまとめがなされた。そ
れは，指導者の生徒やチームに対する，肯定的で
受容的なメッセージでもあり，まさしくエンパワ

①なんでも自

分でやる。 

②思っている

ことをはっ

きり発言す

る。 

③いつでもア

イディアを

持っている。 

④運動技能が

誰よりも高

い。 

⑤みんなにや

る気をおこ

させる。 

⑥明るく，ユー

モアのセン

スがある。 

⑦みんなと仲

良くやれる。 

⑧生活面でも

尊敬できる。 

⑨みんなの意

見をまとめ

ることがで

きる。 

⑩人の意見を

よく聞き，考

えて発言す

る。 

⑪決して気が

変わらない。 

⑫おもしろさ

とまじめさ

を持ってい

る。 

⑬人にたより

にされてい

る。 

⑭はっきりと

したチーム

の目標を設

定できる。 

⑮率先して行

動する。 

⑯大きな声で

はっきりと

みんなに指

示を出せる。 

⑰どんな相手

にでも怖気

づかない。 

⑱向上心があ

り，努力家で

ある。 

⑲いつでも夢

中になれる。 

⑳ 

① ワークシートから，リーダーの資質を自分の考え
に従って，三つ選ぶ。 

② 小グループで話し合う。（自分の選択とその理由
について） 

③ グループのメンバーとの意見交換で，グループと
しての選択事項を三つ決定する。 

④ グループごとに発表する。 
⑤ 仲間の考えや価値観に触れて，感じたことや思っ

たことをワークシートにまとめる。 
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ーメントコーチングであると感じた。そして数日
後，2 名の者が次期キャプテンとして立候補し，
その内の一人が投票によって選出された。 
 二つめの実践例，個人対話による「情動の対処」
に関する指導は，実践①の夏季大会の試合中に行
なわれた事であるが，「個人との対話」およびエン
パワーメントコーチングの典型的な実践例でもあ
ることからここで報告する。それは，個人的にも
組織的にも技能面で上回ると思われる相手との試
合で，予想通り，非常に苦戦を強いられていると
きに起こった。スコア―は 0対 1 でリードを奪わ
れたまま，前半を折り返し，後半に入っていた。
残り時間はまだ十分にあったが，苦戦しながらも
膠着状態が続き，攻撃の足がかりがなかなかつか
めない状況だった最中，うまい具合に非常に有効
なパスが通り，チャンスが訪れた。そのパスを受
けたのはキャプテンだったが，彼はこの日，非常
に調子が悪かった。何としても 3年生最後の大会
であるこの試合は勝ちたいという気持ちと，チー
ムの中心として活躍しなければならないといった
気持ちが先行して気があせり，落ち着きを無くし
てしまったのか，ミスが目立っていた。今度こそ
はと思って絶好のパスを受けた瞬間，相手の明ら
かな反則行為で転倒させられてしまったのである。
相手も必死だった。このピンチを切り抜けなけれ
ばならないといった気持ちが，意図的ではないに
しても，激しく危険なタックルとなってしまった
のである。しかし，その直後に問題は起こった。
反則をされ，絶好のチャンスを潰されたキャプテ
ンが，苛立ちとともに暴言を吐き，転んだ際につ
かんでいた砂を地面に投げつけたのである。反則
したのは相手であるにせよ，審判はこの行為に対
して，イエローカード（警告）を出した。当然の
判定であった。 
 ベンチで応援している多くの生徒たちは，この
警告に対して不服の意を表していたが，二人の顧
問は違っていた。短時間（目を合わせる程度）で
意思統一をした上で，すぐさまそのキャプテンを
交代させたのである。ベンチに引き上げてくるキ
ャプテンの表情には，ありありと不満の表情がう
かがえた。そのときの気持ちを後日聞いてみたら，
やはり「…あの時，僕が警告されるようなことを
したから，先生たちは，この試合もう負けてもい
いと考えていると思った…」と述べていたが，実
際はそうではなかった。 
不満げで，ぶっきらぼうに振舞う彼の横に座り，
顧問の一人が声をかけた。「おまえは，この試合を
捨てるのか。それとも，もうこの試合は終わった

のか。」と，彼の思惑とはまったく違う問いかけが
なされたのである。黙ってうつむいている彼にそ
の顧問は続けて，「おれは勝ちたい。そのためには
おまえが必要だ。おまえがいなくては勝てないん
だ。だけどおまえは，自分を見失ってしまった。
自分をなくしかけた。だから，本来の自分を取り
戻してほしいからベンチに戻した。ここからみん
なを見てみろ。ピッチで直接試合に出ている者，
ベンチで応援している者，みんな誰一人としてこ
の試合を捨てた者はいない。だけどおまえがした
あの行為は，何を意味しているかわかるか。もう
一回やれば退場なんだよ。それはおまえからこの
試合を取り上げるということだ。そして，それを
承知でやっているということになれば，おまえは
自分の意図に反して，この試合を捨てたというこ
とになる。それでいいのか。みんなが，仲間がそ
れを望んでいると思うか。自分を見失い，仲間を
見失うのか。もう一回言うが，この試合には，お
まえが必要だ。そしておれと同じように，みんな
もおまえを必要としているんだ。それはおまえが
一番よくわかっていることだろ。」といった内容だ
った。そのときの彼からは，もう苛立ちが消えう
せて，素直にうなずき，涙さえ流していた。 
「冷静にファイトしよう。この試合，最後の最

後まであきらめるな。」と，声をかけたそのときだ
った。仲間が一点を取り返したのである。同点と
なって，試合が振り出しに戻ったとき，二人の顧
問は再度目を合わせて，彼を再びピッチに送り出
すことで合意した。「仲間を信じて，自分を信じて，
後悔しないようにがんばってこい。」そして「審判
に，さっきはすみませんでしたといって入れ。」と
送り出したのである。再びピッチに戻った彼は，
見違えるような動きをみせた。相変わらず，激し
いタックルで倒される場面もあったが，もう冷静
さを失うことはなかった。そして，残り時間も少
なくなり，誰もがＰＫ戦による勝敗決定を予想し
たときであった。彼がドリブルで相手コート内深
くに攻め入ったとき，また，激しい反則をされた
のである。しかも，その場所は，ペナルティーキ
ックを得られる場所であった。ゴールキーパー対
キッカーの一人対一人の勝負となる絶好のチャン
スである。残り時間から見ても，それを決めると
ほぼ勝利は決定的となる。それだけに大きなプレ
ッシャーがかかる場面でもあった。 
 誰もがボールを蹴るのは彼，キャプテンだと思
っていた。しかし，なんと他の者にそのキックを
彼は委ねたのである。そのときの心境も先ほどと
同じ後日に聞いてみた。かれは，「・・・，自信が
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なかったというわけではないけど，今日の自分の
調子からみれば，あいつが蹴った方が絶対入れて
くれると思ったから，自分の方からあいつに，蹴
ってくれと頼んだ・・・。」ということだった。結
果的には，このときのゴールが決まり，苦しい試
合を 2－1 で逆転勝ちすることができたのだが，こ
の試合の中で，生徒たちはうれしい勝利とともに，
もっと多くのこと，もっと大きなことをも手にす
ることができたのではないだろうか。 
それは，激しい怒りやあせり，また苛立ちとい
った「情動への適切な対処」ということについて
である。情緒が乱れ，自分を見失うくらいの状況
が訪れたとき，その状況からちょっとからだや心
を離して一息入れると同時に，冷静に状況を見直
すこと。そうすることで適切な判断と言動を取り
戻すことができるということを学ぶことができた。
また，自分を見失うということが，仲間をも見失
うことにつながるということ。逆にいえば，仲間
を大切にできる者は，自分を大切にしている者し
かできないということも学んだ。さらに，自分を
必要としてくれる人がいるということを感じたと
き，どれだけ内なる力が湧いてくるものかも知る
ことができた。そして何より，仲間を信じる，人
を信じるということは，このキャプテンが，仲間
の一人に対して，「蹴ってくれ」と頼んだように，
その人にすべてを委ねる，任せる，受容するとい
うことを体験的に学んだのではないだろうかと考
える。そして，このときの心境を彼は，付け加え
てこう述べている。「・・・もし，あのとき，あい
つがＰＫを失敗していたとしても，そんなこと関
係なかった。ただ，バカなことをして，警告を受
けてしまった自分が，そのあと精一杯やって，Ｐ
Ｋをもらい，みんなの役に立てたということが心
からうれしかった。あの試合は，ちょっと泣いた
けど，本当に楽しかった。」と述べている。これな
どは，サッカーという競技を通して，勝利を追求
しながらも，勝利すること以上の喜びを感じてい
たという告白である。なお，この出来事は，その
時の個人的指導のみで終わることなく，後日，教
室での全体ミーティングの中で，テーマ⑨「情動
の対処」として取り上げられた。 
 この一連の実際に起こった場面を捉えての指導
（or コーチング）においては，その根底に流れる指
導者の考え方や生徒へのかかわりといったものを
軽視したり，見過ごしたりすることはできない。
「おまえが必要だ」，「みんなもおまえを必要とし
ている」，そして「仲間と自分を信じろ」といった
言葉がけやあたたかいかかわり方などは，エンパ

ワーメントコーチングそのものであり，これこそ
「重要な他者」たる指導者の生徒の成長を願った
あたたかいかかわりであったといえる。 

(46) 自己受容『新教育学大事典 第 3 巻』第一法規 1990

（平成 2 年） p.405 

(47) 手島茂樹「自信づくりのプロセス-教師・親はどうか

かわるか-」『児童心理 ２月号』NO．691 第 52 巻

第 2 号 金子書房 1998，2 pp..23～29 を参考に

した。 

(48) 梶田叡一『[増補]子どもの自己概念と教育』東京大

学出版会 1985 pp..76～108 

(49) 前掲 注 6 pp..209～213 

(50) 上田恵津子「自信とプライドの教育学」『＜教育フォ

ーラム第 20 号＞自信とプライドを育てる』金子書房 

1997  pp..43～45 

(51) 前掲 注 17 p.90～94 

(52) 日本特別活動学会『キーワードで拓く新しい特別活

動』東洋館出版 2000 p.30 

(53) 梶田叡一「本当の自信とプライドと」『＜教育フォー

ラム第 20 号＞自信とプライドを育てる』金子書房 

1997  pp..6～10 

(54) 辰野千寿『先生シリーズ⑩自己統制力を育てる先生』

図書文化社 1990 pp..18～20から引用および参考

にした。 

(55) 前掲 注 3 pp..119～120 

(56) 「自己評価活動は，自己成長性とか自己教育性，あ

るいは自己実現という課題の中核に位置するものな

のである。」と述べている。→梶田叡一『＜教育フォ

ーラム第 21 号＞ 授業に生かす自己評価活動』金子

書房 1998 p.6 

(57) 自己評価の機能として，北尾倫彦も「自己強化のメ

カニズムによって内発的動機づけが高められる」「自

己調整（自己検討）のメカニズムによって学習の仕

方を獲得できる」ことを指摘している。加えて，他

者評価と自己評価が相互補完的な役割を果たし，教

育効果を高めるとしている。→北尾倫彦『学習指導

の心理学 教え方の理論と技術』有斐閣 1991 p.195 

(58) 安彦忠彦「自己評価『自己教育論』を超えて」図書

文化 1987（昭和 62 年） pp.79～80 

(59) Raymond M．Nakamura（監訳者：野川春雄・永田幸雄）

『The power of positive coaching 選手が育つポジ

ティブ・コーチング』サイエンティスト社 2001 
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第３章 実践活動の分析と考察 

 
第 1節 活動の分析 
 
（１）調査の構造（自尊感情と運動部活動観） 
本研究実践が，生徒の内面にどのような変化を

もたらしたかを知るために，質問紙による意識調
査を実施した。 
 調査問題の設計に関しては，図 3-1 に示したと
おり，育まれてきた「運動部活動での自尊感情」
と培われてきた「運動部活動観」という大きな二
つの領域に分けて構成した。 
 「自尊感情(self-esteem)」については，ローゼ
ンバーグは 10 の設問で，ジャニスとフィールドは
23 の設問で，クーパースミスは 50 の設問で，そ
れぞれ測定する尺度を設定している。遠藤辰雄ら
は，その３種の尺度を用いて因子分析を加えた結
果，12 の因子を見出している。(60)そこで本研究
としては，それらをもとに，自尊感
情に関する先行研究(61)をも参考と
して，運動部活動と深くかかわる要
素および因子を以下のように整理し，
調査問題を設計することとした。 
「運動部活動での自尊感情」とし

ては「あるがままの自分を受けいれ，
自分の（運動に関する）能力や可能
性に対して自信をもち，自分の価値
を積極的・肯定的に評価する感覚」
と位置づけ，第 1章でも述べたよう
に，「自分領域」，「他者領域」，「集団
領域」の 3領域から捉えることとし
た。「対自分領域」については，自己
の捉え方に関する「肯定的な自己評
価」と，運動とのかかわりに関する
「運動に対する自信」という 2要素
で構成し，「対他者領域」については，
他者から自分へと向かう「他者から
の受容感」と，その逆方向となる「他
者への共感」といった 2要素で構成
した。また，「対集団領域」について
は，集団から自分へと向かう「集団
構成員としての所属感」，その逆方向
の自分から集団に向かうところの「集
団への効力感」といった 2要素で構
成することとした。 
 このように運動部活動における自
尊感情を 3領域で各 2要素ずつ，計

6 要素で構成した。そしてそれぞれの要素につい
て，図に示すように各々3因子で探ることとした。 
まず，「肯定的な自己評価」については，「努力
することに価値を見出している感覚」としての「自
己勤勉感」，「自分が好きであるとか信頼できると
いった感覚」としての「自己受容感」，「自らが進
んで取り組んでいる感覚」としての「自己決定感」
をその因子とした。 
 「運動に対する自信」としては，「自己の運動能
力，運動技能に対する肯定的な認知感覚」として
の「身体的有能感」，「自己の努力や練習によって
運動をどの程度コントロールできると認知してい
るかの感覚」として「自己統制感」，そして「運動
部活動での経験が将来役立つという感覚」として
の「将来有望感」を探る因子とした。 
 「他者からの受容感」については，「教師から認
められ，理解されている感覚」として「教師・内
面的理解」，「教師からのあたたかい期待を感じる」
といった「教師・期待感」，また「仲間に受けいれ

図３－１ 調査の構造と要素 

対
自
分
領
域

「あるがままの自分を受けいれ，自分の能力や
可能性に対して自信を持ち，自分の価値を積極
的・肯定的に評価する感覚」 

運動部活動での 
自尊感情 

(Self-esteem) 

運動部活動観 
（スポーツ観）

運動部活動やスポーツについて，個々人が持っ
ているイメージや見方や評価のこと 

達成感や成就感に対する意欲について （向上心） 
（挑戦意欲） 

問 27 
問 28 

能力主義や実力主義についての問題 （能力優先）
（弱者排除）

問 21 
問 22 

より良い集団変革への志向性について （協力） 
（発展・転移）

問 29 
問 30 

結果第一主義や勝利至上主義についての問題 問 19 
問 20 

（結果重視）
（勝利万能）

肯定的な自己評価 
問１
問２
問３

（自己勤勉感）
（自己受容感）
（自己決定感）

運動に対する自信 
（身体的有能感）
（自己統制感） 
（将来有望感） 

問４ 
問５ 
問６ 

他者からの受容感 
（教師・内面的理解）
（教師・期待感） 
（仲間・援助感） 

問７ 
問８ 
問９ 他→自 

他者への共感 
（協調性感覚）
（明朗性感覚）
（社交性感覚）

問 10 
問 11 
問 12 自→他 

問 13 
問 14 
問 15 

集団構成員としての所属感 
（誇り感）
（責任感）
（義務感）集→自 

集団への効力感 
（発言効力感） 
（リーダー感） 
（率先行動感） 

問 16 
問 17 
問 18 自→集 

対
他
者
領
域

対
集
団
領
域 

タテ関係・序列に関するこだわり （序列支持観） 
（序列服従観） 

問 23 
問 24 

集団の凝集性についての内容 （連帯意識） 
（集団決定尊重）

問 25 
問 26 
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られ，支えられている感覚」としての「仲間・援
助感」をその因子とした。 
 「他者への共感」は，「他者と協調しようとする
感覚」としての「協調性感覚」，「明るく和やかな
雰囲気で接する感覚」としての「明朗性感覚」，そ
して「他者と積極的にかかわろうとする感覚」と
して「社交性感覚」の 3因子を探ることとした。 
 「集団構成員としての所属感」については，「所
属していることに名誉を感じる」といった「誇り
感」，「自分の行動が集団の評価につながるといっ
た感覚」としての「責任感」，「規範意識につなが
る感覚」として「義務感」の 3因子を設定した。 
 「集団への効力感」としては，「自分の主張が受
けいれられる感覚」として「発言効力感」，「自分
の言動が周囲に影響する感覚」としての「リーダ
ー感」，また「自分の行動の積極性を認知する感覚」
として「率先行動感」の 3因子を設定した。 
 なお，これら 18 因子に対して，それぞれ 1問ず
つの設問をおき，それぞれ 4段階の選択肢をおい
て評定することとした。（付表参照） 
 次に， 生徒の現在もっている運動部活動観がど
のようなものであるか，またそれがどのように変
容したのかを知ることは，本研究実践が，真に生
徒の「心の健康」を育むための取組となり得るの
かどうかということを検証するためには欠かすこ
とができないものであると考える。さらに，その
取組が，第 15 期中教審答申（1996.7）以来，わが
国における今後の教育の基本的な課題や方向を表
すいわばキーワードとなっている「生きる力」に
つながる教育実践としての有効性と妥当性をも合
わせて検証できるものと考える。 
そうしたことから，本研究では，図 3-1（前頁）

のように，「運動部活動観」を「運動部活動やスポ
ーツに対して，これまで個々の生徒が意識する，
しないとにかかわらず，持っているイメージや見
方，考え方，評価のこと」として位置づけ，六つ
の要素で構成し，それぞれ各 2因子の計 12 因子に
よって探ることとした。 
 一つめの要素の「結果第一主義や勝利至上主義
についての問題」は，「勝つことや良い結果のみに
意味があるとする感覚」として「結果重視」，「勝
ちさえすれば，それまでの取組過程は問わない」
とする「勝利万能」の 2因子を設定した。 
 二つめの「能力主義や実力主義についての問題」
では，「上手い人が優遇されて当たり前とする感覚」
の「能力優先」と，「上手い者だけで集まろうとす
る感覚」として「弱者排除」をその因子とした。 
 三つめの要素，「タテ関係・序列に関するこだわ

り」については，例えば，グランド整備やタマ拾
いは 1年生がやるべき仕事であるといった，いわ
ゆる「新入りの下積みは当たり前」とする「序列
支持観」や，「先輩がすべてを取り仕切り，後輩は
それにただ従うのみ」とする「序列服従観」の 2
因子で探ることとした。 
 四つめの「集団の凝集性についての内容」では，
「相互の協力関係や信頼関係に関する感覚」とし
ての「連帯意識」，そして「個人的な要求より，集
団としてのねがいやおもいを優先する」といった
良い意味での民主主義的感覚としての「集団決定
尊重」をここで探る 2因子とした。 
 五つめの要素とする「達成感や成就感に対する
意欲について」は，「自分の持てる能力をさらに高
めたい」とする「向上心」，そして「自己成長性を
支える意欲」として「挑戦意欲」の 2因子を設定
することとした。 
 そして，六つめの「より良い集団変革への志向
性について」は，第 1章でも述べた「望ましい集
団活動」にもかかわるものである。 
集団活動で求められる「自主的，実践的態度」

といったものは，自他を尊重し，他者を思いやれ
る人間関係が必要条件となる。それは，単に話し
合えるだけの関係ではなく，身体的活動をもとも
なう協力や協同といったことも前向きにできるこ
とを含んでいる。そうしたことから「協力」とし
ての因子を設定した。また，運動部活動における
集団活動で育まれた力が，教科やその他の教育活
動へさらに転移して，他の教育活動に対しても自
主的，意欲的に活動できるようになることこそが
運動部活動の教育的価値の一つである考える。そ
うしたことから，「発展・転移」についての因子を
もう一つの因子として設定した。 
 なお，これまで述べてきた六つの要素のうち，
「結果第一主義や勝利至上主義についての問題」，
「能力主義や実力主義についての問題」，そして「タ
テ関係・序列に関するこだわり」の 3要素は，運
動部活動がもつ，前にも述べたいわゆる「負の部
分」としての「部活動問題」にかかわる意識とし
て，どれだけ生徒の内面に浸透しているかを探る
ため，質問を逆転項目にして設定した。そして，
「自尊感情」の領域と同様に，12 因子に対して各
1 問ずつの設問をおき，それぞれ 4 段階の選択を
おいて評定することとした。（付表参照） 
 このように，運動部活動によって育まれる生徒
の「心の健康」度を調査するため，「自尊感情」，
「運動部活動観」の合計 30 の設問によるアンケー
ト調査を実施し，その変化をみることにした。 
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（２）データが示す心の変容 
本研究実践によって，生徒の心の内面がどのよ

うに変容したのかを検証するため，前述のアンケ
ート調査を実践前の 5月，実践①後の 8月，そし
て実践②後の 11 月の計 3 回実施した。 
対象生徒は岡崎中学校サッカー部員の 31 名（3

年生：6名，2 年生：16 名，1年生：9名）である。
なお，3 年生については，夏季大会が終了した時
点で部活動から離れ，卒業後の進路決定へ向けた
受験活動を開始するため，アンケート調査は 5月
と 8月の 2回だけとした。 
調査の集計については，各設問ごとの選択肢を

得点化し，集計することとした。具体的には，「と
てもそう思う」に＋2 点，「まあそう思う」に＋1
点，「あまりそう思わない」に－1 点，「まったく
そう思わない」には－2 点を付加して計算してい
る。そこでまず，3 回の調査で得たデータをもと
に，「自尊感情」の変容からみていくこととする。 
 図 3-2 は，サッカー部全員（31 名）の「自尊感
情」の変容をグラフによって示したものである。 

 このグラフには，5 月，8 月，11 月と実践を積
み上げていくにつれて，明らかに生徒の「自尊感
情」の高まりが表れている。また，5 月の時点で
は，多くの因子でマイナスポイントが示されてい
るのがわかる。これは前述した 5月の生徒の様子
が反映しているものと考えられ，それをより詳し
くみるために，各学年についても同様にグラフ（図
3-3）によって表してみた。 
この図 3-3 によれば，上級学年ほど 5月時点の

自尊感情が低いことがわかる。特に 3年生につい
ては，それが顕著に現われており，その低ポイン
トを示す因子を調べてみると，自分を肯定的に受
容する感覚としての「自己信頼感」や，教師から
受容されているといった感覚の「教師・理解感」
と「教師・期待感」，そして仲間に対する「協調性

感覚」や「明朗性感覚」，さらには集団に対する「所
属の責任感」や「発言効力感」，「リーダー感覚」
においてマイナスポイントとなっている。なかで
も，「明朗性感覚」と「リーダー感」については，
大きな落ち込みを示している。こうしたことから，
前述した 5月時点の暗いムードや覇気のなさなど
の重苦しい様子は，顧問の話にもあったように，3
年生の人間関係が大きく影響していたことを裏付
けるものであったといえる。 
 8 月時点を示すグラフを見れば，先ほどとは逆
に，上級学年ほど自尊感情の高まり幅が大きくな
っている。これは，本研究実践における取組が，
特に 3年生にだけ有効に働いていたというわけで
はない。それは，これまで部活動内に存在してい

図３－２ 自尊感情の変容（全体） 
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サッカー部自尊感情（３年）
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図３－３ 自尊感情の変容（各学年） 
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た人間関係上の不都合が解消されてきたことによ
るものと考えられる。つまり，「教師・理解感」や
「教師・期待感」，そして何より「仲間援助感」の
変容をみてわかるように，部活動内における教師
と生徒，および 3年生を中心とした生徒と生徒の
人間関係が改善されてきたことがその大きな原因
になっているものと考えられる。そしてその重圧
を一番強く感じていた 3年生が，その開放感とも
充実感ともいえるものを得ることができたのでは
ないかと思われる。そうした「他者受容感」の高
まりが，他の因子へも影響を及ぼしたものと考え
る。またこうした傾向は，学年ごとの平均値だけ
で示されているのではなく，個人的なプロフィー
ルにもその傾向は顕著に認められる。 

 図 3-4 は，第 2章の報告で紹介した，キャプテ
ンのプロフィールである。このグラフを見ても，
明らかに彼の自尊感情は高まっている。これは，
彼自身も，「自分なりに課題を持って練習した」や，
「試合で先生やみんなの気持ちがわかって，心が
ひとつになれたような気がする」と述べているよ
うに，実践①で取組んだ「課題追求活動」と「自
己評価活動」，そして「エンパワーメントコーチン
グ」が生徒の自尊感情を高めるためには大変有効
であることを示すものであるといえる。そして他
者受容感や共感が育まれたことがその土台になっ
て，他の因子にも影響を及ぼしているものと思わ
れる。このことは，集団を引っ張っていくキャプ
テンという立場にある者だけでなく，図 3-5 をみ
てもわかるように，学年を問わず他のメンバーに
ついても同様の傾向がみられるのである。 
 前に述べたように，3年生は 11 月のデータは取
っていない。したがって，図 3-2（前頁）の 11 月
グラフは，1・2年生だけのデータを集計して示し
たものであるが，このグラフは，新チーム結成以

来，実践②として取組んできた内容をも反映した
グラフであるといえる。 
実践②では，実践①で取組んできた内容に加え

て，教室でのミーティング活動を有効に組み入れ
た。また，夏期休業を利用して，他校との練習試
合を多く実施したことから，試合における具体的
な場面を取りあげた短時間のミーティング活動も
多く取り入れることができた。そうしたことが，
前項の図 3-2（前頁）の 11 月グラフにおいて，他
者領域および集団領域の因子の高まりに影響を及
ぼしたものと思われる。そしてそれは，全体の平
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図３－４ 自尊感情の変容（３年生キャプテン） 
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図３－５ 生徒個々の自尊感情の変容（抜粋） 
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均的な傾向としてではなく，図 3-5 の 2 年生Ｃ君
や 1年生Ｄ君のグラフをみても明らかなように，
具体的に個人の変容として表れているのである。
なお 2年生Ｃ君は，その後新キャプテンに立候補
し，みんなの支持を得て選出された。 
これらのことから，生徒の自尊感情を形成し，

向上させるための本実践としての取組は，相互に
深い関係とつながりがあるものとはいえ，概ね実
践①では「自分領域」に，そして実践②では，特
に「他者領域」と「集団領域」において有効な取
組であったということができる。 
 つぎに，こうした取組が「運動部活動観」にど
のような影響を与えたのか，その変容をみること
とする。 
調査集計については，「自尊感情」と同様に，
アンケートの選択肢を得点化（＋2点～－2 点）し
て計算した。なお，「運動部活動観」についてはす
べての因子をグラフに表すのではなく，六つの要
素でまとめた。そのため，要素ごとに設定した 2
因子の設問の合計得点を平均した。この六つの要
素については，大きく 2グループに分けられる。
一つは前にも述べた，いわゆる「負の部分」とな
る問題性や封建的こだわりを示す要素，すなわち
「結果第一主義や勝利至上主義についての問題」
「能力や実力主義についての問題」「タテ関係・序
列に関するこだわり」の 3要素である。これらを
まとめて「問題性・こだわり」観とし，その 3要
素のグラフ表示を「結果・勝利至上」「能力・実力
優先」「タテ関係・序列」とした。また，それに対
して教育的意図に基づいて，育むべき要素を「民
主的活動」観として，一つにまとめて示すことに
した。それは「集団の凝集性についての内容」，「達
成感や成就感に対する意欲について」，「より良い
集団変革への志向性について」の 3要素である。

グラフ表示は，「集団凝集性」，「向上意欲」，「集団
変革志向」とした。 
 図 3-6 は，3 回の調査で得たデータをもとに作
成した「運動部活動観」の変容グラフである。こ
こから読み取れることは，5 月時点の本実践に入
る前から，もうすでに生徒たちの活動観としては，
いわゆる運動部活動の「負の部分」である「問題
性・こだわり」観が否定あるいは拒否され，同時
に教育的意義や価値に基づく「民主的活動」観が
芽生えていたということである。なかでも「後輩
は，先輩の言うことに何でも従わなければならな
い」や，「1年生はタマ拾い」といったタテ関係支
持観や封建的服従観といったものが一番低いポイ
ントを示す一方で，「みんなが力をあわせば，もっ
とこの集団はよくなる」とか「部活動で学んだこ
とを他の領域でも生かす」といった，集団変革へ
の志向性や活動の発展・転移などを示すポイント
が一番高くなっている。これは，協力校である岡
崎中学校サッカー部が，その運営に際して，前述
した教育的意義・目的に基づく活動方針を掲げて
いるとともに，指導者（顧問）の教育的意図のも
と，計画的に活動が行なわれてきたことを示すも
のであるといえる。そして，その活動が「誰のた
めに」，「何のために」といった「哲学」を欠落さ
せることなく，一貫して生徒の「人間的成長」を
願う活動として思考され，「計画」され，「実践」
され続けてきたことの成果であるといえる。 
 そして「運動部活動観」の 8月時点をみれば，
さらにその傾向が強まっているのがわかる。これ
は，本研究実践が，岡崎中学校サッカー部の有し
ている民主的な運動部活動観に対してさらに刺激
し，発展させるべく，拍車をかけたことを意味し
ている。またこのことは，本実践が岡崎中学校の
サッカー部員たちに好意的に受け止められたこと

を示すとともに，運動部活動の教
育的意義・目的に則した活動とし
ての有効性と妥当性をも示すもの
であるといえる。 
 11 月については，さらにその傾
向を強くし，拍車がかかっている。
しかし，この 11 月には 3 年生は入
っていない。1，2年生だけのデー
タではあるが，サッカー部の集団
としての運動部活動観はこれまで
と同様に維持されている。このこ
とは，教師の指導のもと，その活
動の中で育まれてきた民主的な運
動部活動観が，見事に新チームに

運動部活動観の変容
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受け継がれたことを証明するものであると同時に，
後輩たちによって，さらに質の高い運動部活動へ
と発展させられたものであるといえる。そのこと
は，11 月のデータにおいて，「問題性・こだわり」
観を示す 3要素がすべてマイナスポイントとなっ
たことからもわかる。 
 しかし，実際のところ，集団としてこのような
平均数値が出され，その傾向が示されたからとい
っても，全面的に安心するわけにはいかない。な
ぜなら，生徒一人ひとりが「問題性・こだわり」
観を克服し，望ましい「民主的活動」観を高めな
ければならないからである。つまり，生徒の誰一
人としても，運動部活動の「負の部分」を背負わ
せてはならないと考えるからである。そうしたこ
とから，個人のデータをも示し，その変容を検証
していくこととする。とはいえ，報告書紙面の関
係上，全員紹介するわけにもいかず，ここでは「チ

ームリーダー」として新キャプテンのＣ君，「サッ
カー経験は中学校からという初心者」を代表して
Ｅ君，そして「小学校からのサッカー経験者」を
代表してＦ君，の計 3名（全員 2 年生）の個人変
容グラフを抽出して示すことにした。 
 図 3-7 と図 3-8 は，同一人物の「運動部活動観」
の二つの側面をそれぞれ左右に分けて示したもの
である。まず，図 3-7 によれば，5 月時点におけ
る彼らの「結果・勝利至上」ポイントは高得点を
示している。つまり 5 月時点においては，2 年生
の彼らだけをみれば，全体の平均ポイント以上に
「結果・勝利至上」主義的な価値観が色濃く支配
していたものと考えられる。しかし，実践後の 8
月，11 月には，そうした価値観が総じて低下して
いることからみれば，やはり先に述べた全体的傾
向と同じく，これまでの実践が良い意味で大きく
影響していたものといえる。 
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しかし，Ｆ君の「結果・勝利至上」ポイントが
11 月の時点で再度上昇している。このことについ
て，彼自身に直接その理由を聴いてみた。すると，
「試合後のミーティングとかで，気持ちの整理はできたけ

ど，アンケート（11 月）には，その時点（ミーティング前）の

気持ちを振り返って記入ました」とし，それに関して
「…新人戦で負けてしまったあの第 1 戦は，勝てたはずの

試合でした。…夏休みから，みんなでがんばってやってき

たことや，自分の力がこの新人戦で十分発揮できなかった

ことがとても悔しかった…」と述べている。つまり彼
は，予選敗退が決まった時，これまで持っていた
取組に対する一定の充実感や満足感を打ち消す程
のおさえ難いくやしさを感じていたのである。彼
は，その後のミーティングを通して，これまで持
っていた（持たされていた）評価観を覆されること
になる。しかし，その適切な手だてなしには「敗
北の中にも大きな価値はある」といった事実は，
「努力の成果は『勝利』という形であらわれるは
ず」といった妄想にかき消されていたのである。 
このように，「敗者」となったことに対するお

さえ難い（くやしい）感情は，放置されれば益々
「勝利」という結果評価の価値観を高める。そし
てそれがこれまでの努力や成果といった活動評価
の価値観を上回ったとき，「…だから勝たなければ
意味がない」といった，まさに「勝利至上主義」
的危険な発想が芽生えるのである。このような，
Ｆ君にみられる危機的状況時にこそ，試合の結果
から一時的に離れ，これまでの取組に対する努力
や成果についての冷静な自己対話が必要となる。
同時にこのときこそ「重要な他者」たる指導者の
肯定的で受容的な他者評価とともに，次節で述べ
る「勝敗」に対する意味づけが教育的指導として
行われなければならないものと考える。 
 また，図 3-8（前頁）は，教育的意義・目的に
基づく「民主的運動部活動観」といえるものであ
る。これらは，先の集団としての傾向と同様，代
表とした 3名についても，高いポイントを示して
いる。さらに，そのグラフの変容も，2 回の実践
を積み重ねるごとに，総じて右上がりを示してい
る。このことは，ここで紹介できなかった他のメ
ンバーについても，ほぼ全員がその傾向を示して
いた。特に新キャプテンＣ君のグラフを見ると，
みんなの気持ちを代表するかのようなデータを示
しており，このことは，みんなから支持されてい
ることを示すものといえる。一方，集団としての
価値傾向からしても，彼は，みんなで選んだキャ
プテンであるこということからの，フォロア―シ
ップが育つ条件を示すものであるといえる。 

第２節 「心の健康」を育む集団活動 
 
（１）勝敗のむこうにみえたもの 
 前節では，調査データから生徒の心の変容につ
いてみてきた。そのなかで，2 年生Ｆ君を取り上
げてその内面を紹介した。そこで述べたＦ君の気
持ちは，これまで多くの生徒が抱えてきたもので
あり，またこれからも抱えるであろう気持ちと思
われる。そして，これまでの努力や成果をも見忘
れてしまうほどの，過度の「くやしさ」感覚は，
適切な手だてもなく放置されることで，「努力は勝
つことによって認められる」とか「負ければ自分
たちのがんばりなんて評価されない」という思い
にとらわれ，それが「試合に勝たなければ意味が
ない」「過程より結果がすべて」といった危険な考
え方に転落する。これが，いわゆる勝利至上主義・
結果第一主義であることはいうまでもないことで
あるが，感情が激昂するＦ君のような状態にある
ときこそ，これまでの取組に対する適切な他者評
価と，結果（勝敗）に対する肯定的かつ共感的な
価値ある「意味づけ」がなされなければならない
のである。しかしそんな折に，ことさら勝利者の
みを高く賛美し，まるで人格的にも優った者であ
るかのように英雄視した取扱いが過剰に行なわれ
ることになれば，その対極にある敗者は同じ度合
いの屈辱感とも脱落感ともいえるようなダメージ
を受けることになり，益々前にも述べた，ゆがん
だ価値観に拍車をかけられるものといわざるを得
ない。こうしたことからいえば，運動部活動にお
ける「負の部分」としての「問題やこだわり」観
といったものは，生徒の自己責任として自分勝手
に持つというものではなく，指導者をはじめとす
る周囲の大人たちや社会全体によって持たされ，
助長されていくものであるともいえる。 
 しかし，「勝敗にこだわる」とか「勝つことを追
求する」といったことは，競技スポーツとしての
内容をもつ運動部活動においては，決して否定で
きるものではないことはもうすでに述べた。ただ
学校における運動部活動にとって重要なことは，
その「勝ち」「負け」といった試合の結果に対して，
どのような意味づけなり，価値づけを行なうかと
いうことにあるではないかと考える。 
本研究実践②では，夏季休業を活用して，練習

試合を多く組み込んだ。そのため，生徒たちは試
合を通じて，「勝つ」ことも「負ける」ことも数多
く経験することができた。また，その試合の中で，
「喜び」や「悔しさ」といった思いも数多く体験
することができた。それはどの試合に対しても全
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力で臨んだからこそ味わえたものであり，それは
それで大きな収穫であったといえる。しかし，そ
うした体験を，さらに今後の部活動や学校生活に
も生かせるようにするため，新人戦敗退が決まっ
た試合の直後に，先に述べたＦ君を変容させたミ
ーティングを野外において実施した。それは，先
の結果に対する「意味づけ」や「価値づけ」を行
い，生徒の民主的「運動部活動観」を育てるため
のものでもあった。（p.22 表 2-4 テーマ⑩『勝つこと，
負けること』に対応）そこでまず，試合の勝敗で一
喜一憂する生徒に対して，指導者から次のような
問題提起が行なわれた。 
「勝つ喜び」とか，「負けた悔しさ」とか一言でいうけ
れど，きみたちは，なぜ単に勝ったからといって喜び，
負けたからといってそんなにしょげかえっているのです
か。「勝つ」ことがそんなにかっこよくて，「負ける」こ
とがそんなに情けなく，恥ずかしいことですか。 
ディスカッションという参加型学習の手法を取

り入れた活動であったが，ここでは，野外ミーテ
ィングだったため，小グループに分かれることは
なく，みんなが輪になって進められた。しかも，
子どもたちの応援に来ていた保護者も，後ろから
その様子を見守るなかで行なわれたのである。保
護者の見守る中でのこうした活動は，学校教育の
一環として行なわれる部活動の教育的意図を明確
に保護者に伝えると同時に，理解を得るうえでも
非常に効果があるものと思われる。 
 はじめは保護者の目が気になることに加え，普
段あまり考えなかった問題ということもあって，
誰も発言する者はなかった。しかし，指導者の指
名によって，学年を問わず，おおよそ次のような
意見が多く出された。 
・自分のプレーがうまくいかなかったときは，勝っても
うれしくないときもある。 

・負けても，自分のシュートが決まったときは，ちょっ
とうれしいと思う。 

・はじめから勝てるとわかっているような，弱い相手に
勝ってもうれしくない。 

・勝っても，負けても，試合に出られたらうれしい。 
・強い相手に勝てたときは，特別にうれしい。 

こうした意見が出されるなかで生徒たちは，単
に「勝つ」ということだけに「喜び」があるので
はなく，結果は「負けた」としても，そこに自分
なりにがんばったという達成感や成就感，また満
足感といったものがあれば，そこにも確かに「喜
び」や「楽しさ」といったものがあるのではない
か，また逆に，例え「勝った」としても，そこに
達成感や満足感がなければ，何より自分の成長が
なければ，何も喜べるものではないということに
気づき始めたのである。そうした状況をとらえ，

指導者の方からつぎの問いかけが行なわれた。 
では，なぜ僕たちは，「勝敗」という結果だけで，一喜
一憂してしまうのでしょうか。 

通常，指導者の立場からの問いかけであれば，

「なぜきみたち
．．．．

は，…一喜一憂する
．．
のですか」と

表現するところを「ぼくたち
．．．．

」とし，「してしまう
．．．．．

のですか」と問うたのである。一見何気なく聞こ
えるこうした言葉がけの中に，生徒と同じ立場で
この問題を考えようとする指導者の心を生徒たち
は微妙に感じとるものではないだろうか。そうし
たことからも，エンパワーメントコーチングを実
践する指導者のあたたかい「まなざし」を垣間見
る象徴的な問いかけだった。そして生徒からは， 
・勝ったものは強くて，かっこよくみえる。でも負けた
ものは弱くて，情けない感じがする。 

・勝った方が上で，偉くみられる。 
・負けるのは，自分たちが下手であることを証明された
ように思えて，くやしい。 

といった内容の意見が出されていた。そうしたな
かでも，とりわけ注目すべき意見が出された。そ
れは「勝ったらほめてもらえて，負けたらかわいそうだ
と思われるから」だった。指導者はこの意見こそ，
問題の本質が含まれる重要な意見であるとして取
りあげ，すかさずはじめの問題提起に返した。そ
して，生徒たちに次のような内容の話をした。 
「負ける」ことは，確かにくやしい。僕もそんな経験を
たくさんしてきた。だけど「負ける」ことは，本当にか
わいそうなことだろうか。また弱いことだろうか。もし，
本当にそうであれば，同情して見られる自分を情けなく
感じるのも無理はない。ましてや，自分を弱いものとし
て人前で証明されたような気持ちになれば，たまらなく
恥ずかしいことだろう。 
だけど，僕が考えるに，本当に情けなくて，恥ずかし

いのは，「負ける」ことではなくて，「負ける」ことを恐
れて，自分の課題から目を背けたり，避けたりすること
ではないだろうか。むしろ「負ける」ことや「失敗」す
ることを誰もが予測できるような困難な場面に出くわし
ても，それから逃げたり，避けたりせず，挑んだ結果，
たとえそれが「負け」であったとしても，「失敗」であ
ったとしても，僕はその人のことをかっこいいと思う。
そして，そういう人こそ本当に強い人だと思う。まして
や，そんなすばらしい人を見て，かわいそうな人だと誰
がいえますか。 
「勝つ」ことは確かにうれしいし，自分や仲間のこと

を誇らしく思える。だけど，それはみんなも言っていた
ように，単に「勝つ」からではなくて，そこに自分の目
標や課題に対する達成感や満足感といったものがあって
こそ，感じとることができるものであると思う。そして
これまでの努力によってそのことを「勝利」という形で
証明できたとき，さらにそこに確かな人間的な成長が認
められたとき，はじめてその人のことをかっこいいと言
えるのだと思う。 
今日，僕たちは，「負ける」ことも「勝つ」ことも経
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験した。この経験をいま話したような見方，考え方，捉
え方で，もう一度自分や仲間を振り返ってみてほしい。 
僕の目には，誰ひとりとして自分の課題から逃げたり，

避けたりした者はいなかったように見えた。むしろ自分
より大きくて，上手い相手に対しても，最後まであきら
めずに自分の力を高めようとがんばっていた。そんなき
みたちひとり一人をどうして情けないとか，恥ずかしい
といえるだろうか？今日のきみたちは「かっこよかった」
し，僕はうれしかった。そして負けても自分の課題に挑
んでいるきみたちを誇らしく思う。 

 生徒に対する受容と共感的理解に始まり，アサ
ーティブネス・コミュニケーション(62)のモデル
ともなるような「私メッセージ」を表現し，そし
て生徒の現状を肯定的に評価する。ここにもエン
パワーメントコーチングの実践があった。 
 そして後日，このミーティングに影響を受けて，
生徒は次のような作文を書いている。（一部抜粋） 

・（略）チームメイトと勝ったときでも負けたときでも，
共に喜びあったり，励ましあったりして，いつでも協
力しあい，最後には自分自身の目標やチームの目標が
達成できるような力をつけることが，部活動の大事な
ことだと思う。 

・サッカーで勝つためにというより，サッカーが好きだ
から入部してきた。だから，試合に出て，勝っても負
けても楽しみたい。 

・勝ったり，負けたりして「楽しむ」こと。また，自分
の力を高めて努力すること。仲間との連帯感。 

・最後の最後まであきらめず，勝敗に関係なく，僕たち
でもできるんだということを証明する。 

このように，生徒たちは「勝敗」を越えたむこ
うに，大切なものがあることに気づいたものとい
える。さらに，試合に「負ける」ことを恥とせず，
また，単に「勝つ」ことだけを喜びとするのでは
なく，その試合が自分を鍛えること（高めること）
に役立つものであったかどうかで評価するといっ
た大切な視点を与えられたものといえる。 
試合は，「勝つ」ことで，生徒たちに次も勝ち

たいから，自らを鍛えさせ，高めさせる。また「負
ける」ことで，次こそ勝ちたいから，自らを鍛え
させ，高めさせる。結局，試合は「勝つ」も「負
ける」も次に「自らを鍛えさせ，高めさせる」た
めのものであった。このことは，試合は「勝敗」
が「目的」ではなく，「手段」であることを意味し
ている。試合が，そしてその対戦相手が，実は自
分たちを鍛え，高めるために存在する尊重すべき
場であり，対象であることに気づいたとき，いつ
しか岡崎中学校サッカー部の生徒たちは，対戦チ
ームを「敵」と呼ばず，「相手」と呼ぶようになっ
た。そして，そうした機会を与えてくれる関係者
や応援してくれる保護者に対して，「ありがとうご
ざいました」と大きな声で言えるようになった。 

（２）集団活動に生かせるもの 
 本研究実践は，運動部活動において生徒の「心
の健康」を育むことをめざしてきた。そして，そ
の取組は，サッカーという集団的スポーツを愛好
して活動する31名の生徒を対象にしたものである。
その内容としては，生徒自身の「目標・課題設定
及び追求活動」「自己評価活動」「試合」「ミーティ
ング活動」，そして教師の「エンパワーメントコー
チング」であった。 
 これらの内容における具体的活動は，これまで
述べてきたことからもわかるように，決して，サ
ッカーという特別の種目にのみ焦点を当てた技能
向上のためのトレーニング実践ではない。また，
単にサッカーというスポーツにのみに通用する活
動として行なってきたものでもない。それは，個
人的，集団的な枠を超えて，さらには男女の活動
に限ることのない中学校におけるすべての運動部
活動を対象として設計し，取り組んできたもので
ある。そうしたなかで，本研究実践では，生徒の
「心の健康」を育むために，「自尊感情」の形成と
「対処スキル」の獲得をめざした取組を展開して
きた。しかし，その一方で，そうした中心的課題
を解決するために，どうしても避けて通ることが
できない問題があった。それは運動部活動の，い
わゆる「負の部分」である「勝利至上主義的価値
観」を克服して，「民主的運動部活動観」を形成す
ることであった。そうした取組で明らかになった
ことを整理しつつ，成果としてまとめるとともに，
今後に生かせることについて述べる。 
 「自尊感情」の向上を中心的課題として取組ん
できた本教育実践で明らかになったことは，教師
（コーチ）と生徒，そして生徒相互の関係におい
て，いかに肯定的で受容的，かつ共感的な「かか
わり」が重要であるかということであった。 
生徒たちは，教師や仲間といった「重要な他者」

から認められ，受容されること，つまり他者受容
感の高まりによって，心の安心や安全といった精
神的「安定」が築かれる。こうした精神的「安定」
があって，はじめて自分を客観的に見つめる「ゆ
とり」が生まれるものといえる。そしてその「ゆ
とり」があってこそ，ありのままの自分を認め，
受容（自己受容）し，自分を好きになり，存在価
値を見出せるものといえるが，その「ゆとり」と
他者からの事実に基づく肯定的な評価，また達成
感や成就感，満足感などによって形成される自己
肯定感などが相まって，「自尊感情」は高まってい
くものであるということが明らかとなった。 
さらに，本研究実践は，生徒の内面のみならず，
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指導者をも変容させていることが明らかとなった。
それは，この実践を通して自己評価する指導者（教
師）が次のように述べていることからもわかる。 

今回の研究に協力して，生徒の変容もさることながら，
私自身も変わったように思う。それは，特に生徒との接
し方において，「ほめる」ということを常に念頭に置く
ようになったということである。これまでの私は，自分
の過去と目の前の生徒とを常に比較し，その精神的な弱
さを批判することばかりしてきた。そして「やる気はあ
るのか！」と喝を入れるといったかかわりばかりが先行
していたように思う。また，生徒の失敗ばかり捉えて叱
るようなことが，今振り返ると非常に多くあったように
感じる。しかし，この研究にかかわって，意識的に生徒
のよいところを見るようになった。そして，そのために
これまで以上に生徒とたくさん接するようになったと思
う。…（略）…，特に試合のときなどは，極力「どなる」
ことはせず，生徒が失敗したときほど，励ましと応援の
声を出すようにした。そのため，生徒もこれまで以上に
笑顔が多くなったように思うし，自分自身もこれまで以
上に部活動が楽しくなった。そして，何とか試合に「勝
たせたい」と思っていた気持ちが，今では，子ども達と
一緒に「勝ちたい」という気持ちに変わってきた。…（略） 

指導者の変容は，多くの生徒たちも「このごろ，
先生はどならなくなった。」「おもしろいところがいっぱい

出てくるようになった。」「こうすれば上手くできるとか，

いってくれるようになった」「話しやすくなったし，せっ

しやすくなった」と述べているように認めている。 
このように，生徒及び指導者をも変容させるこ

ととなったこの実践のなかでも，特に指導者の生
徒に対する受容的で，共感的，肯定的な「かかわ
り」については，運動部活動だけにとどまらず，
その枠をも超えて，文化系部活動や日常の学級指
導などすべての学校教育活動における集団活動に
おいても，生かせるものであると考える。さらに，
今後地域活動としての「スポーツ活動」が盛んに
行なわれることと思われるが，そこでは，学校の
運動部活動以上に「勝利至上主義」が加熱するこ
とが予測される。そうしたことからも，常に「子
ども達の人間的成長を願う」といった，教育的意
義・目的に基づく指導を大切にされなければなら
ないと考える。 
 
 
(60) 前掲 注 6 pp..26～36 

(61) 外川正明「人権教育の今後の展開に向けて―子ども

達の人権意識と自尊感情についての調査を通して―」

『平成 10 年度研究紀要 報告 424』京都市立永松記
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『同和教育に関する箕面市教育総合実態調査結果報

告書』箕面市教育委員会 1990.3 

『三重県 学力・生活状況調査報告書』三重県教育

委員会 1996 

(62)前掲 注 9 pp..14～15，『わたし 出会い 発見～自

分らしさを発見し，豊かな仲間づくりをめざす教材・

実践集～』大阪府同和教育研究協議会 1996 p.11 

 

おわりに 

 本研究では，運動部活動において，生徒の「自
尊感情」を高めるとともに，「対処スキル」獲得の
工夫を組み入れて，生徒の「心の健康」を育むこ
とを試みた。そのために三つの活動を実践し，そ
の有効性と妥当性を検証した。しかし，これらの
活動を真に有効なものとするために，指導者が忘
れてはならない大切な基盤ともいうべきものがあ
った。最後に自戒を込めてそのことを述べる。 
 一つは，運動部活動は，あくまで「生徒のため
に」「生徒の人間的成長のために」，そして「生徒
の自己実現のために」行われなければならないと
いうことである。「勝利」という「心地よさ」，そ
して「敗北」という「口惜しさ」に指導者自身が
溺れ，本来の目的を見失い，ついには運動部活動
を「指導者のために」「指導者の快楽のために」，
そして「指導者の名声のために」奪ってしまう。
これが勝利至上主義を生み出す正体ではないだろ
うか。本来「勝つ」喜びも，「負ける」悔しさも，
次の成長のための「生徒のもの」である。それを
横取りすることは許されない。 
 もう一つは，「自尊感情」の高まりと適切な「対
処スキル」の獲得は，望ましい人間関係とそのな

かでのあたたかい
．．．．．

「まなざし」や「かかわり」が
あってこそ育まれるということである。とりわけ，
「重要な他者」である指導者の肯定的，受容的な
かかわりが大切であることはすでに述べてきた。

しかし，そこに「あたたかい
．．．．．

もの
．．
」がなければ何

の意味もないのである。あたたかさのない肯定的
態度やあたたかさのない受容的態度は，安易な迎
合や妥協そして放任といった，それこそ 180 度違
う対応に結びつく。そういう「かかわり」に対し

て，生徒たちは「つめたい
．．．．

」と反発するのである。 
岡崎中学校では，こうした「あたたかいもの」

を強く感じることができた。そうした基盤があっ
たからこそ，本実践を通して活動プログラムの検
証ができたと感謝している。この場を借りて，研
究協力校である岡崎中学校の教職員のみなさまと
真剣に活動に取組んで協力してくれたサッカー部
の生徒たちに心から感謝の意を表したい。 



 
 
◎日々取り組んでいる部活動での自分を振り返って，答えてください。 

 
問題１  私は，やると決めたことは，最後までがんばるほうだと思います。             （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
問題２  私は，自分の性格が気に入っています。                         （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問３  部活動には，自分の意志で積極的に参加しています。                   （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問４  私は，運動やスポーツには自信があります。                       （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問５  がんばって練習すれば，私なら，かならず上達できると思います。             （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問６  私は，今部活動をやっていることが，将来かならず役に立つと思います。          （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問７  先生（顧問）は，私の気持ちをわかってくれています。                  （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問８  先生（顧問）は，私のことをやればできる生徒だと思っています。             （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問９  私には，いつも励ましてくれたりアドバイスしてくれたりする部活動の仲間がいます。     （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 10 私は，自分の考えや意見を押し通さないほうだと思います。                （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 11 私は，どちらかというと人を楽しませたり，なごませたりするのが上手いほうだと思います。 （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 12 私は，誰に対しても親しく話しかけることができるほうだと思います。           （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 13 私は，この部活動の一員であることに誇りを感じています。                                （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 14 私は，自分の日頃の行動が，この部活動の評判につながっていると思います。        （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 15 私はこの部活動の一員として，約束や決まりはしっかり守らなければならないと思います。    （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 16 私は，部活動の進め方について，はっきり自分の意見が言えるほうだと思います。            （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 17 自分は，人の意見をまとめたり，リーダーになったりすることができるほうだと思います。    （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 18 私は，練習や試合の準備や後片付けなどは率先してやるほうだと思います。         （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 19 なんだかんだといっても，やはり試合で勝たなければ意味がないと思います。        （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 20 運動部活動では，日々の活動より，優勝してこそ評価されるものだと思います。       （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 21 上手い人が試合に出ることを優先されるのは当然だと思います。              （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 22 上手くない人は，同じレベルの人同士で練習するべきだと思います。            （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 23 部活動のことについては，何事も顧問や先輩が決めるのがあたりまえだと思います。     （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 24 やはり後輩は，先輩に対してどんなことでも口答えをしてはならないと思います。      （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 25 私は今，仲間と支えあっているからこそがんばれているのだと思います。          （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 26 たとえ意見が違っても，チームの決定には従わなければならないと思います。        （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 27 私は，できれば代表選手に選ばれるような選手になりたいと思います。           （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 28 私は，さらに技能を高めるために，一人ででも進んで練習したいと思っています。      （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 29 私たちが力を合わせて取り組めば，いろいろな面でこの部活動は良くなっていくと思います。 （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
質問 30 私は，部活動で身につけた力を学校生活や家庭生活でも生かしていきたいと思います。    （とてもそう思う ― まあそう思う ― あまりそう思わない ― まったくそう思わない） 
 

質問内容（30問） ＜とてもそう思う‐まあそう思う‐あまりそう思わない‐まったくそう思わない＞のいずれかに○をつけてください。

   年（氏名）  


